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小学部　国語（聴覚障害特別支援学校）

東  書 学  図 教  出 光  村

☆☆☆☆　　　　10箇所 ☆☆☆☆　　　　12箇所 ☆☆　　　　４箇所 ☆☆　　　　５箇所

①３年下「言葉でつたえ合う」では、
様々な伝え方の一つとして、文章と
絵を用いて手話について説明して
いる。（Ｐ85 )

①１年上「ひらがなひろば」では、文
字で「か→あ」「さ→あ」「た→あ」と
示し、長く伸ばしたり短く切ったりし
て発音することについて説明してい
る。（Ｐ20、21）

①４年下「『便利』ということ」では、
聴覚障害者がチャイムの合図をラ
イトで知る工夫についての記述があ
る。（Ｐ84、85）

①５年巻末付録では、手話に関す
る説明と指文字の一覧表の記載が
ある。（Ｐ252、253）

★★★★　　　　57箇所 ★★★★　　　　64箇所 ★★★★　　　　66箇所 ★★　　　　31箇所

①６年「場面に応じた言葉づかい」
では、電話による連絡について紹
介されており、取り扱う際に困難が
ある。（Ｐ110）
②４年上「みんなで新聞を作ろう」で
は、インタビュー活動の際に補助的
な手段が必要である。（Ｐ55）
③２年下「かさこじぞう」では、方言
などの特徴的な言い回しが使われ
ているため、読解の際に説明が必
要である。（Ｐ81）

①２年上「音やようすをあらわすこと
ば」では、身の回りの音を言葉で表
す活動があり、学習活動に困難が
ある。（Ｐ60）
②５年上「働く人にインタビュー」で
は、インタビュー活動の際に補助的
な手段が必要である。（Ｐ62）
③３年下「言葉で遊ぼう」では、だ
じゃれバトルが紹介されており、特
徴的な言い回しが使われているた
め、活動をする際に説明が必要で
ある。（Ｐ114）

①３年下「電話のかけ方」では、電
話をかける時の要点が説明されて
おり、学習活動の際に困難がある。
（Ｐ142、143）
②１年下「学校のことをつたえあお
う」では、メモを見ながら友達に伝え
る活動があり、補助的な手段が必
要である。（Ｐ108）
③５年下「『古典』を楽しむ」では、古
文特有の特徴的な言い回しが扱わ
れているため、読解の際に説明が
必要である。（Ｐ20）

①４年上「聞き取りメモのくふう」で
は、聞きながらメモをする活動があ
り、学習活動に困難がある。（Ｐ40、
41）
②３年上「俳句を楽しもう」では、声
に出して五・七・五のリズムを楽しむ
活動があり、学習の際に特別な支
援が必要である。（Ｐ85）
③６年「狂言『柿山伏』」では、狂言
特有の特徴的な言い回しが扱われ
ているため、読解の際に説明が必
要である。（Ｐ165）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、　その他
①聴覚の障害を補えるように、写真、図絵
等で視覚的に説明しているもの。
②学習のポイント等が大きな文字や枠囲み
等で簡潔に記されたもの。

①５年「和の文化を受けつぐ－和菓
子をさぐる」では、身近にある、様々
な和菓子や和菓子を作っている写
真、和菓子に関する歴史年表など
が示してある。（Ｐ144など）
②全学年において、単元末に、「言
葉の力」として学習の要点が枠囲み
で示してある。（１年下Ｐ135など）

①４年下「ドリームツリーを作ろう」で
は、将来の夢を叶えるために必要
なことなどをまとめたドリームツリー
の例を、図で視覚的に示してある。
（Ｐ71）
②全学年において、「国語のカギ」と
して学習の要点が枠囲みで示して
ある。（６年下Ｐ83など）

①６年上「雪は新しいエネルギー」
では、視覚的に示した図と対応する
文の末尾に（図○）と表記してある。
（Ｐ53）
②全学年において、「ここが大事」と
して学習の要点が枠囲みで示して
ある。（２年下Ｐ17など）

①１年上「うたにあわせてあいうえ
お」では、発音する際の口形が写真
で示してある。（Ｐ22、23）
②全学年において、「たいせつ」とし
て学習の要点が枠囲みで示してあ
る。（２年下Ｐ126など）

神話や伝承を知り、日本の文化や伝統に関心を
持たせる資料

あり あり あり あり

北朝鮮による拉致問題の扱い なし なし なし なし

参
考

略　　　　　　称
聴覚障害のある児童が興味・関心をもって
取り組むことができる単元等について
①聴覚障害の理解にかかわる記述がある
もの。

聴覚障害への配慮を要する内容等につい
て
①言葉や音を聞き取る活動があり、学習活
動に困難が想定されるもの。
②インタビュー等、会話が主体となる活動
があり、学習の際に特別な支援が必要で
あるもの。
③方言や特徴的な言い回し等を多用し、読
解の際に説明が必要であるもの。

内
　
　
　
　
容



小学部　国語（肢体・病弱障害特別支援学校）

東  書 学  図 教  出 光  村
☆☆☆☆　　　　71箇所 ☆☆☆☆　　　　61箇所 ☆☆☆☆　　　　　62箇所 ☆☆☆☆　　　　69箇所

①５年「伝えたい、心に残る言葉」では、身近な
人との会話の中で心に残っている言葉につい
て話す題材を取り上げている。（P158）
②３年下「パラリンピックがめざすもの」では、足
に障害のある水泳選手などを取り扱っている。
（P13）

①５年下「学校を百倍すてきにしよう」では、学
校生活について考える内容を取り上げている。
（Ｐ26）
②４年下「さわっておどろく」では、ユニバーサ
ルデザインの例として、ノンステップバスや多機
能トイレなどを取り扱っている。（Ｐ85）

①１年上「なつのおもいでをはなそう」では、夏
休みの出来事を思い出して発表する活動があ
る。（P94）
②４年下「新スポーツを考えよう」では、高齢者
や身体が不自由な人も楽しめるスポーツを考え
る題材を取り扱っている。（P36）

①２年上「図書館たんけん」では、学校図書館
における本の探し方について取り上げてある。
（P28、29）
②５年「本の世界を広げよう」では、車椅子テニ
スや陸上競技など、車椅子に乗った人のス
ポーツに関する図書を紹介している。（P264）

★★★　　　　30箇所 ★★★★　　　　53箇所 ★★★★　　　　59箇所 ★★★　　　　36箇所

①２年下「声に出してみよう」では、一音に一回
ずつ手を叩きながら、言葉を言う活動があり、
困難がある。（P96）
②４年上「走れ」では、運動会の短距離走を題
材としており、学習の際に配慮が必要である。
（P59）
③６年「話し合って考えを深めよう」では、グ
ループに分かれて話し合う活動があり、児童数
によっては取扱いが困難である。（Ｐ98）

①２年下「とべとべ回れ」では、紙とんぼの作成
が取り上げられており、作成に伴う道具の使用
や、実際に紙とんぼを飛ばして遊ぶ際に、上肢
の操作性等から学習活動に困難がある。（Ｐ６）
②１年上「ともだちとはなそう」では、話題の例と
して縄跳びが取り上げられており、学習の際に
配慮が必要である。（P28、29）
③３年上「クラスレクリエーションをしよう」では、
グループでの学習活動が取り上げられており、
児童数によっては取扱いが困難である。（Ｐ84）

①５年上「わたしは木」では、言葉から連想した
ことを体で表現する活動があり、上肢の操作性
等から学習活動に困難がある。（Ｐ８）
②４年下「自分の成長をふり返って」では、自分
の成長を感じる場面の例としてマット運動を取
り上げており、学習の際に配慮が必要である。
（Ｐ104）
③６年上「地域の防災について話し合おう」で
は、パネルディスカッションを取り上げており、
児童数によっては取扱いが困難である。（Ｐ66）

①４年上「聞き取りメモのくふう」では、聞き取り
ながらボードを使用し、メモを取る活動が示して
あり、上肢の操作性等により学習活動に困難
がある。（Ｐ40）
②３年上「山小屋で三日間すごすなら」では、川
遊びや虫取り、山小屋で過ごすことなどを取り
上げており、学習の際に配慮が必要である。
（Ｐ116）
③１年下「ものの名まえ」では、言葉を使った遊
びとしてお店屋さんごっこを取り上げており、児
童数によっては取扱いが困難である。（Ｐ60）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、　その他
①通院等による学習空白を補えるように、
学習のポイント等が大きな文字や枠囲み等
で簡潔に記されていたり、各単元等のまと
まりが記されていたりするもの。
②外出等の社会的経験の不足を補えるよ
うに、写真、図絵等で視覚的に説明されて
いるもの。
③ページをめくる等の動作が難しい場合が
あるため、見開きページで学べるようになっ
ているもの。

①各単元の最後に、「言葉の力」として学習の
ポイントが枠囲みで簡潔に記してある。（２年下
P39など）
②５年「和の文化について調べよう」では、様々
な和菓子の写真や和菓子の発展に関する絵入
りの年表が示してある。（P142、144、146）
③１年上「ひととつながることば」では、学校生
活の中で使う言葉が、絵を用いて見開きページ
で示してある。（P12、13）

①１年下から、単元ごとに、「国語の鍵」として
学習のポイントが枠囲みで示してある。（１年下
Ｐ11など）
②５年上「東京スカイツリーのひみつ」では、東
京スカイツリーの構造等が写真や図で示してあ
る。（Ｐ51）
③３年上「『百科事典』を引いて調べよう」では、
百科事典の引き方を、見開きページで示してあ
る。（Ｐ50、51）

①単元ごとに、「ここが大事」として学習のポイ
ントが枠囲みで示してある。（２年上Ｐ33など）
②３年上「めだか」では、小川や池にいる生き
物を、写真や絵で示してある。（P52）
③２年下「おもちゃのせつめい書を書こう」で
は、説明書の例を、見開きで示してある。（P72
、73）

①各単元に、「たいせつ」として学習のポイント
が枠囲みで示してある。（３年下Ｐ113など）
②６年「森へ」では、著者が訪れたカナダの原
生林やその周辺にいる動物について、写真で
示してある。（P83）
③３年上「きせつの言葉１　春のくらし」では、春
に関連する詩や花や野菜のイラストを、見開き
で示してある。（P36 、37）

神話や伝承を知り、日本の文化や伝統に関心を
持たせる資料

あり あり あり あり

北朝鮮による拉致問題の扱い なし なし なし なし

略　　　　　　称
肢体不自由・病弱の児童が興味・関心を
もって取り組むことができる単元等につい
て
①学校生活や社会生活に身近な題材を取
り上げているもの。
②肢体不自由や病弱の理解に関わる記述
等があるもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要する内容
等について
①上肢の操作を伴うため、学習活動に困難
が想定されるもの。
②病気の治療による運動制限から、経験で
きない体育的活動を扱った題材が取り上げ
られているもの。
③各学年の児童数が少ないため、集団活
動が含まれるなど取扱いが困難と思われ
る内容が取り上げられているもの。

内
容

参
考



小学部　書写（視覚障害特別支援学校）

東書 学図 教出 光村 日文
☆☆　　　　12箇所 ☆☆　　　　９箇所 ☆☆☆☆　　　　27箇所 ☆☆☆　　　　14箇所 ☆☆　　　　８箇所

①１年「たのしくかこう」では、文
字を書く姿勢を擬音語で表現し
てある。（Ｐ２）

①３年「はじめの練習」では、毛
筆の筆使いが擬音語で表現して
ある。(Ｐ９)

①１年「はじめのがくしゅう」で
は、文字を書く姿勢や鉛筆の持
ち方が擬音語で表現してある。
（Ｐ２～５)

・３年「漢字の筆使い」では、毛
筆の筆使いが擬音語で表現し
てある。(Ｐ12)

①１年「とめ、はらい」では、平
仮名の「とめ」や「はらい」を擬
音語で表現してある。（P12）

★　　　　１箇所 ★★　　　　３箇所 ★　　　　２箇所 ★★★★　　　　９箇所 ★　　　　２箇所

①２年「画のつき方と交わり方」
では、画のつき方について、細
部を見比べる活動があり、配慮
を要する。（Ｐ24）

①２年「生かして書こう」では、た
めし書きとまとめ書きを見比べ
る活動があり、配慮を要する。
（Ｐ８）

①３年「５　すみのあつかいに気
をつけて、あとかたづけをしよ
う。」では筆使いを表したイラス
トを比較する活動があり、配慮
を要する。（Ｐ13）

①２年「画のつき方と交わり方」
では、画がつくか、交わるかを
見比べる活動があり、配慮を要
する。（Ｐ20）

①６年行の中心と字間・行間」
では配列の異なる文章を読み
比べる活動があり、配慮を要す
る。（Ｐ21）

国語との関連箇所 16箇所 16箇所 17箇所 18箇所 23箇所

障害の状態に応じた事項、そ
の他
①手本が大きく鮮明であるも
の。

①６年「文字のいずみ　書きぞ
めをしよう」では、折り込み４
ページ分の長さで毛筆の手本を
示してある。（P51、52）

①３年「はじめの練習」では、
ページ全体を使って毛筆の手本
が示してある。(Ｐ８)

①３年「書きぞめ」では、折り込
み４ページ分の長さで毛筆の手
本を示してある。(Ｐ53)

①３年「書きぞめ」では、見開き
２ページを使って毛筆の手本が
示してある。(Ｐ38、39)

①５年「書きぞめ」では、折り込
み４ページ分の長さで、毛筆の
手本が示してある。(Ｐ49)

略　　　　　　称
視覚障害のある児童が興
味・関心をもって取り組むこと
ができる単元等について
①触覚や聴覚等を活用して、
体験的な活動を工夫できるも
の。

視覚障害への配慮を要する
内容等について
①視覚を頼りに文字を見比
べたり、探したりする活動が
あり、学習活動に困難が想定
されるもの。

内
　
　
　
　
容

構
成
上
の
工
夫



小学部　書写（聴覚障害特別支援学校）

東書 学図 教出 光村 日文

☆☆　　　　６箇所 ☆☆☆　　　　９箇所 ☆☆☆☆　　　　14箇所 ☆☆☆☆　　　　12箇所 ☆☆☆　　　　９箇所

①６年「日本の文字の歴史」
では、漢字の成り立ちをイラ
ストで紹介している。（Ｐ38）

①１年「みのまわりのもじをさ
がそう」では、身の回りの様
子のイラストに名称を付けて
示してある。（Ｐ1）

①３年「文字の世界」では、活
字の書体についてまとめてあ
り、手書き文字との違いを考
えさせる内容が示してある。
（Ｐ46）

①４年「漢字図かん」では、漢
字の成り立ちがイラストで示
してある。（Ｐ31）

①５年「書く速さのちがい」で
は、様々な生活場面での文
字を書く速さについて考える
活動が示してある。（Ｐ20）

聴覚障害への配慮を要する
内容等について

なし なし なし なし なし

国語との関連箇所 16箇所 16箇所 17箇所 18箇所 23箇所

障害の状態に応じた事項、そ
の他
①手本やポイントが視覚的に
分かりやすく示しているもの。

①４年「書きぞめをしよう」で
は、折込ページを使用して、
手本が４ページ分の長さで示
してある。　（Ｐ52）

①３年「小筆の持ち方と使い
方」では、小筆で書く時の姿
勢や持ち方を写真で示してあ
る。（Ｐ5）

①５年「文字の組み立て方
（中と外）と、穂先の動き」で
は、筆使いや穂先の動きをイ
ラストで示してある。（Ｐ13）

①６年「書きぞめ」では、折込
ページを使用して、手本が４
ページ分の長さで示してあ
る。（Ｐ51）

①２年「筆記具のもち方」で
は、鉛筆やフェルトペンの持
ち方を写真で示してある。（Ｐ
４）

構
成
上
の
工
夫

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害のある児童が興味・
関心をもって取り組むことが
できる単元等について
①身の回りの文字に関心が
もてるように学習活動が工夫
できるもの。



小学部　書写（肢体・病弱特別支援学校）

東書 学図 教出 光村 日文
☆☆☆　　　　15箇所 ☆　　　　４箇所 ☆☆☆　　　　12箇所 ☆☆☆　　　　14箇所 ☆☆☆☆　　　　21箇所

①1年「かくじゅんじょ」では、絵筆に
水をつけて文字を書く活動が示して
ある。（Ｐ11）

①２年「点や画のつき方と交わり
方」では、つき方、交わり方のイメー
ジがイラストで示してある。（Ｐ26）

①１年「ひらがなのがくしゅう」では、
筆記具を用いずに、指でなぞる活
動が示してある。（Ｐ８）

①３年「横画」では、筆使いと運筆
の軌跡が写真で示してある。（Ｐ12）

①１年「かきじゅん」では、鉛筆で文
字をなぞる前に、指で手本をなぞる
活動が示してある。（Ｐ10）

★★★★　　　　17箇所 ★★　　　　７箇所 ★★　　　　5箇所 ★★　　　　５箇所 ★★　　　　６箇所

①４年「行の中心と行間」では、無
罫の枠内に文章を書く活動があり、
配慮を要する。（Ｐ33）

①１年「たしかめてかこう」では、
シールを貼る活動があり、配慮を要
する。（Ｐ10）

①３年「力の入れ方（筆圧）をかえ
て、いろいろな太さの線を書いてみ
よう」では、力の入れ方を変えて、
違う太さで横線を書く活動があり、
配慮を要する。（Ｐ９）

①１年「しょしゃたいそう」では、手を
開閉する活動があり、上肢の操作
を伴うため配慮を要する。（Ｐ２）

①３年「筆圧」では、力の入れ方を
変えて、違う太さで横線を書く活動
があり、配慮を要する。（Ｐ11）

国語との関連箇所 16箇所 16箇所 17箇所 18箇所 23箇所

障害の状態に応じた事項、その他
①まひによる注視の困難を補えるように、
手本が大きいもの。
②画数や字数が少ないもの。
③ページをめくる等の動作が難しい場合が
あるため、見開きページで学べるように
なっているもの。

①４年「書きぞめをしよう」では見開
き２ページ分の長さで毛筆の手本
が示してある。（Ｐ28、29）
②３年「たて画」と「点」では、画数が
少なく、「縦画」と「点」の要素が入っ
た文字を扱っている。（Ｐ10）
③５年「世界の文字いろいろ」では、
見開きで世界の文字が紹介されて
いる。（Ｐ38、39）

①４年「点画の交わり方と接し方」で
は、ページ全体を使用して、毛筆の
手本が示してある。（Ｐ18）
②３年「おれとはね」では、画数が
少なく、「おれ」と「はね」の要素が
入った文字を扱っている。（Ｐ16）
③６年「ほ先の動きと点画のつなが
り」では、見開きで、手本と点画の
つながりの図解を並べて示してあ
る。（Ｐ20、21）

①３年「横画の筆使い」では、ペー
ジ全体を使って、毛筆の手本が示
してある。（Ｐ11）
②３年「「おれ」と「はね」の筆使い」
では、画数が少なく、「おれ」と「は
ね」の要素が入った文字を扱ってい
る。（Ｐ24）
③４年「レッツトライ　理科のノート」
では、ノートのまとめ方を見開きで
示してある。（Ｐ26、27）

①４年「書きぞめ」では、見開き２
ページ分の長さで毛筆の手本が示
してある。（Ｐ32、33）
②３年「点　はね」では、画数が少な
く、「点」と「はね」の要素が入った文
字を扱っている。（Ｐ24）
③１年「ひらがなあつまれ」では、平
仮名が50音順に見開きで示してあ
る。（Ｐ20、21）

①３年「そり」ではページ全体を使っ
て毛筆の手本が示してある。（Ｐ29）
②１年「年がじょうをかこう」では、平
仮名10文字の年賀状の文例が示し
てある。（Ｐ30）
③２年「原こう用紙に書こう」では、
原稿用紙の使い方が見開きで示し
てある。（Ｐ22、23）

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

肢体不自由・病弱の児童が興味・関心を
もって取り組むことができる単元等につい
て
①上肢の操作を伴うものであっても、補助
的な手段等を活用した学習活動が工夫で
きるもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要する内容
等について
①上肢の操作を伴うため、学習活動に困
難が想定されるもの。

構
成
上
の
工
夫



小学部　社会（聴覚障害特別支援学校）

東書 教出 日文

☆☆☆☆　　　　17箇所 ☆☆☆　　　　15箇所 ☆☆☆☆　　　　20箇所

①５年上「水産業のさかんなちいき」では、プ
レゼンテーションソフトを使ってまとめる活動
が示してある。（Ｐ108）
②５年下「情報を上手に生かす」では、手話通
訳や文字情報のイラストが示してある。（Ｐ66）

①４年「水はどこから」では、水の通り道をすご
ろくで表す活動が示してある。（Ｐ71）
②５年「未来をつくり出す工業生産」では、聴
覚障害のある人が工場で働く様子を写真で示
してある。（Ｐ135）

①４年「ごみをへらすために」では、市役所の
方に質問をする際、メールを活用する工夫が
示してある。（Ｐ40）
②５年「放送局のはたらき」では、地上デジタ
ル放送の特色として、障害者が情報を得られ
ることが示してある。（Ｐ205）

★★★　　　　41箇所 ★★★　　　　36箇所 ★★★★　　　　65箇所

①３年「店ではたらく人」では、店で働く人や訪
れた客にインタビューし、意見を聞き取る活動
があり、学習の際に特別な支援が必要であ
る。（Ｐ79、82）

①３年「はたらく人とわたしたちのくらし」では、
農家の仕事を見学し、インタビューする活動が
あり、学習の際に特別な支援が必要である。
（Ｐ82）

①３年「あんぜんなくらしをまもる」では、交通
指導員にインタビューを行う活動があり、学習
の際に特別な支援が必要である。（Ｐ109）

本文の文字サイズ
３年最初　18ポイント
６年最後　14ポイント

３年最初　16ポイント
６年最後　14ポイント

３年最初　18ポイント
６年最後　16ポイント

１ページの基本的な文字数
３年最初19字×13行
６年最後23字×17行

３年最初23字×９行
６年最後25字×16行

３年最初21字×11行
６年最後24字×21行

ふりがな 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有

折り込み図版ページ の箇所数 11箇所 11箇所 ８箇所

障害の状態に応じた事項、その他
①聴覚の障害を補えるように、写真、図
表等で視覚的に説明しているもの。
②学習のポイント等が大きな文字や枠囲
み等で簡潔に記されたもの。

①６年歴史編「今に伝わる室町文化」では、建
築様式の違いが写真で示してある。（Ｐ57）
②４年「ごみのしょりと利用」では、欄外に、「こ
とば」として枠囲みで重要語句の解説を示して
ある。（Ｐ67）

①４年「地域で受けつがれてきたもの」では、
阿波踊りの様子が、折込を用いてページ全面
に写真で示してある。（Ｐ117）
②５年「水産業がさかんな地域」では、「この時
間の問い」として、本文とは別に強調して示し
てある。（Ｐ88）

①５年「米作りのようす」では、作業の内容、
稲の状態などが、写真、イラスト、解説文でま
とめて示してある。（Ｐ82）
②５年「めぐまれた漁場」では、本文中に太字
で示された学習のポイントになる語句を、
「キーワード」として欄外の枠囲みで示してあ
る。（Ｐ94）

我が国の位置と領土の扱い あり あり あり

国旗・国歌の扱い あり あり あり

神話や伝統を知り、日本文化や伝統に関心を
もたせる資料

あり あり あり

北朝鮮による拉致問題の扱い あり あり あり

一次エネルギーや再生可能エネルギーの扱
い

あり あり あり

持続可能な社会づくりについての扱い あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害のある児童が興味・関心を
もって取り組むことができる単元等に
ついて
①実際に経験したり調べたりするな
ど、聴覚障害を補う学習活動が工夫
できるもの。
②聴覚障害の理解にかかわる記述
があるもの。

聴覚障害への配慮を要する内容等
について
①音声情報を必要とする見学等の活
動があり、学習の際に特別な支援が
必要であるもの。

参
考

構
成
上
の
工
夫



小学部　社会（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 教出 日文

☆☆☆　　　　29箇所 ☆☆☆☆　　　　57箇所 ☆☆☆　　　　33箇所

①４年「住みよいくらしをつくる」では、学校の中
で水に関係するものを探す活動が示してある。
（Ｐ36）
②６年政治・国際編「子育て支援の願いを実現
する政治」では、障害のある人の自立支援施
設に関する記述がある。（Ｐ45）

①３年「農家の仕事」では、地産地消を学ぶた
めに、学校栄養士の話を聞く活動が示してあ
る。（Ｐ79）
②５年「自動車の生産にはげむ人々」では、自
動車づくりの紹介として、ユニバーサルデザイ
ンや手だけで運転操作できる自動車の記述が
ある。（Ｐ134、135）

①３年「安全なくらしを守る人びとの仕事」で
は、学校の消防設備のある場所を調べる活動
が示してある。（Ｐ102）
②５年「情報を生かして発展する産業」では、
医療情報が共有できる「アザレアネット」の記述
がある。（Ｐ228）

★★★★　　　　37箇所 ★★★★　　　　49箇所 ★★★　　　　30箇所

①３年「はたらく人とわたしたちのくらし」では、
お菓子工場に見学に行く活動があり、取扱い
に配慮を要する。（Ｐ56）

①４年「ごみはどこへ」では、ごみの収集の様
子を観察する活動があり、取扱いに配慮を要
する。（Ｐ32）

①４年「わたしたちの県のようす」では、県のか
たちを紙粘土で作る活動が示されており、取扱
いに配慮を要する。（Ｐ10）

折り込みページの箇所数 11箇所 11箇所 ８箇所

障害の状態に応じた事項、その他
①まひによる注視の困難を補えるように、各
単元の要点等が大きな文字や枠囲みで記さ
れているもの。
②通院等による学習空白を補えるように、
学習のポイント等が大きな文字や枠囲み等
で簡潔に記されていたり、各単元等のまとま
りが記されていたりするもの。
③写真、図表等で視覚的に説明されている
もの。
④ページをめくる等の動作が難しい場合が
あるため、見開きページで学べるようになっ
ているもの。

①６年歴史編「貴族のくらし」では、「年中行事」
について、太字で示され、説明が枠囲みで記し
てある。（Ｐ40）
②６年歴史編「世界に歩みだした日本」では、
歴史上の人物がカードに整理する形式でまと
められるようになっている。（Ｐ126）
③５年下「情報産業とわたしたちのくらし」で
は、テレビのニュース番組を作るまでの一連の
工程が、写真で示してある。（Ｐ64）
④４年「ごみのしょりと利用」では、清掃工場の
仕組みとして、ごみ収集車が清掃工場に到着
するところからごみが焼却されるまでの工程
が、見開きのイラストで示してある。（Ｐ60、61）

①６年「憲法とわたしたちの暮らし」では、「日本
国憲法」について、太字で示され、文や写真で
説明が記してある。（Ｐ12）
②６年「明治の新しい国づくり」では、単元の最
後で幕府が倒れる前と後の世の中の動きを、
年表の穴埋め形式でまとめられるようになって
いる。（Ｐ178）
③３年「工場ではたらく人と仕事」では、しゅうま
いができるまでの一連の工程が写真で示して
ある。（Ｐ68）
④５年「情報を伝える人々とわたしたち」では、
ニュース番組放送までの、記者、編集、アナウ
ンサーの仕事が、見開きの時系列で示してあ
る。（Ｐ176、177）

①６年「大昔のくらしとくにの統一」では、「弥生
時代」について、太字で示され、文や写真で説
明が記してある。（Ｐ61）
②６年「わたしたちの願いと政治のはたらき」で
は、ノートを模した背景イラストの上に、学習の
まとめが示してある。（Ｐ37）
③４年「くらしのなかに伝わる願い」では、地域
の建築物や風俗についての写真と、その解説
文をまとめて示してある。（Ｐ104、105）
④５年「米作りのさかんな地域」では、作業の
内容、稲の状態などが、見開きで写真とともに
示してある。（Ｐ82）

我が国の位置と領土の扱い あり あり あり

国旗・国歌の扱い あり あり あり

神話や伝統を知り、日本文化や伝統に関心をも
たせる資料

あり あり あり

北朝鮮による拉致問題の扱い あり あり あり

一次エネルギーや再生可能エネルギーの扱い あり あり あり

持続可能な社会づくりについての扱い あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり

参
考

略　　　　　　称
肢体不自由・病弱の児童が興味・関心を
もって取り組むことができる単元等について
①学校内や学校周辺で、身近に体験できる
学習活動が示されているもの。
②肢体不自由や病弱の理解に関わる記述
があるもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要する内容等
について
①補助用具や補助的手段を活用しても、見
学や体験的な活動に困難が想定されるも
の。

内
　
　
　
　
容

構
成
上
の
工
夫



小学部　地図（視覚障害特別支援学校）

東書 帝国

☆☆☆☆　　　　４箇所 ☆☆☆☆　　　　５箇所

①世界と日本の主な建造物の高さをまとめて記載してあ
る。（Ｐ82）
・統計は行ごとに色をぬり分けて示してある。（P85）

①「地図のやくそく」では、方位の学習をする際、教室を例と
して、各方位の方向を示してある。（Ｐ９）
・「世界と地球儀」では、大陸を色分けして示してある。（Ｐ
73、74）

★★★★　　　　12箇所 ★★　　　　５箇所

①「くわしく見る地図の範囲」を示す枠が薄い色で表示され
ている。（Ｐ23）
・トレーシングペーパーで書き写す活動は配慮が必要であ
る。（P56）

①トレーシングペーパーで書き写す活動は配慮が必要であ
る。（P74）
・京都市中心部の「空から見た京都市中心部」では、写真と
文字が重ねて表示されている。（Ｐ50）

ふりがな 地名等には全て有 全て有

折り込みのページの箇所数 ４箇所 ３箇所

障害の状態に応じた事項、
その他
①各頁の構成が統一されており、全体の把握
が容易であるもの。
②視覚の障害を補えるように、図表等には、説
明文が付けられているもの。
③文字、図や絵等が大きく鮮明であるもの。

①都道府県名、国名の色が統一して示してある。
②グラフが大きく、説明がある。（P69）
③折り込み３ページ分の幅で、日本地図が示してある。（Ｐ
17～19及びＰ20～22）

①見開き方向がほぼ統一されている。
②グラフの見方を説明してある。
③地図上の県名が大きな文字で表示してある。（Ｐ５３など）

我が国の位置と領土の扱い あり あり

北朝鮮による拉致問題の扱い なし なし

参
考

略　　　　　　称
視覚障害のある児童が興味・関心をもって取り
組むことができる内容等について
①保有する視力の活用により、地図の使用が
工夫できるもの。

視覚障害への配慮を要する内容等について
①視覚を頼りに見比べたり探したりする等の
活動があり、学習活動に困難が想定されるも
の。

内
　
　
　
　
容

構
成
上
の
工
夫



小学部　地図（聴覚障害特別支援学校）

東書 帝国

☆☆☆　　　　18箇所 ☆☆☆☆　　　　35箇所

なし なし

地名等には全て有 全て有

４箇所 ３箇所

①「国の領土と海」では、断面図のイラストで地図の語句の意
味を示してある。（Ｐ15）
・「日本の歴史」では、歴史の学習に登場する人物の出身地
や、日本までの航路を示してある。（Ｐ75）

①「都道府県の名前と位置」では、都道府県の形を類似する
形で示したり、都道府県を表す手話を示したりしてある。（Ｐ
115）
・「日本の首都・東京」では、歴史的な建物や商業施設、公共
施設などがイラストで示してある。（Ｐ61）

あり あり

なし なし

略　　　　　　称

ふりがな

我が国の位置と領土の扱い

北朝鮮による拉致問題の扱い

聴覚障害への配慮を要する内容等について

折り込みのページの箇所数

障害の状態に応じた事項、
その他
①聴覚の障害を補えるように、写真、図表等で
視覚的に説明しているもの。

構
成
上
の
工
夫

内
　
　
　
　
容

参
考

聴覚障害のある児童が興味・関心をもって取り
組むことができる内容等について
①地図や図表等を見比べて調べたり、生活経
験を広げたりするなど、聴覚障害を補う学習活
動が工夫できるもの。

①「アジア」では、日本に向かうタンカーの航路をたどっていく
活動がある。（Ｐ60）
・「くらべてみよう日本と世界」では、山や建物の高さ、湖や島
の広さなどを同じ縮尺で示してある。（Ｐ81、82）

①「地図マスターへの道」がページごとにあり、調べる活動や
注目させる活動がある。また地図の見方や考え方を広げる発
問がある。（地図全ページ）
・「日本の自然のようす（１）」では、日本の代表的な山や川、
湖をそれぞれ、同じ縮尺で示してある。（Ｐ88）



小学部　地図（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 帝国
☆☆☆　　　　８箇所 ☆☆☆☆　　　　11箇所

①アフリカ大陸のページでは、実際に生息している動物の
写真やイラストが示してある。（Ｐ62）
・日本の自然災害のページでは、日本各地で発生した自然
災害について、地図上に発生場所が示され、災害の種類
ごとに写真と説明が示してある。（Ｐ97）

①「地図のやくそく（１）方位」では、教室等身近な場での方
向を例にして示してある。（Ｐ９）
・日本の主な山の高さや湖の広さなどを同じ縮尺で示して
ある。（Ｐ88）

★★★★　　　　８箇所 ★★★　　　　６箇所

①地図上の２点の長さを計測する活動があり、取扱いの際
に配慮が必要である。（Ｐ18）

①地図上の線を指でなぞる活動があり、取扱いの際に配
慮が必要である。（Ｐ22）

地名等には全てあり 全てあり

４箇所 ３箇所

①「地球儀を使って調べる」では、地球儀の使い方が活動
ごとに大きな写真や枠囲みで記載されている。（Ｐ55）
②「日本の産業」では、水産業、農業、工業を見開きで示し
てある。（Ｐ71）

①「地球儀を使おう」では、地球儀の使い方が活動ごとに
大きな写真や枠囲みで記載されている。（Ｐ73）
②「日本の自然のようす（２）気候」では、見開きで冬と夏の
気温や降水量などの特徴を色分けしたり、模式図やグラフ
などで示したりしてある。（Ｐ89、90）

あり あり

なし なし

構
成
上
の
工
夫

折り込みのページの箇所数

内
　
　
　
　
容

参
考

略　　　　　　称
肢体不自由・病弱の児童が興味・関心をもって取り組むこと
ができる内容等について
①地図や図表等を見比べて調べるなど、生活経験の不足
等を補えるような学習活動が工夫できるもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要する内容等について
①上肢の操作を伴うため、補助用具や補助的手段を活用し
ても、計測等の作業に困難が想定されるもの。

ふりがな

我が国の位置と領土の扱い

北朝鮮による拉致問題の扱い

障害の状態に応じた事項、
その他
①まひによる注視の困難を補えるように、要点等が大きな
文字や枠囲みで記されているもの。
②ページをめくる等の動作が難しい場合があるため、見開
きページで学べるようになっているもの。



小学部　算数（聴覚障害特別支援学校）

東書 大日本 学図 教出 啓林館 日文

☆☆☆☆　　　　29箇所 ☆☆☆☆　　　　28箇所 ☆☆☆☆　　　　35箇所 ☆☆☆☆　　　　30箇所 ☆☆☆☆　　　　33箇所 ☆☆☆☆　　　　36箇所

①１年②の「あわせていくつ」では、
ブロックを実際に動かす活動と視覚
的な動作が示してある。（Ｐ３）

①３年「わり算」では、トレーのイラス
トを掲載し、その上におはじきなどを
実際に分ける活動を取り上げてい
る。（Ｐ61）

①４年上「垂直・平行と四角形」で
は、身の回りにある垂直なものや平
行なものを探す活動が取り上げられ
ている。（Ｐ81）

①３年上「長さ」では、まきじゃくを
使って、教室の長さや水筒の周囲
の長さなどを実際に測定する活動
がある。（Ｐ68）

①３年上「重さ」では、ペットボトル飲
料やカバンなど、身の回りの物品の
重さを量る活動が示してある。（Ｐ
118、119、120）

①３年上「時間の計算と短い時間」
では、ストップウォッチを使って10秒
間や30秒間などを体験する活動が
取り上げられている。（Ｐ45）

★　　　　１箇所 ★★★★　　　　６箇所 ★　　　　１箇所 ★　　　　１箇所 ★★★　　　　４箇所 ★★　　　　３箇所

①５年下「いかしてみよう」では、雷
が光ってから音が聞こえるまでの時
間で、距離を計算する活動があり、
困難がある。（Ｐ40）

①１年「10までの数」では、声に出し
て言う活動があり、困難がある。（Ｐ
27）

①５年上「倍数と約数」では、友達と
手をたたくことで公約倍数を体験す
る活動があり、困難がある。（Ｐ130）

①５年「単位量あたりの大きさ」で
は、雷が光ってから音が聞こえるま
での時間で、距離を計算する活動
があり、困難がある。（Ｐ281）

①３年上「短い時間」には、歌を歌う
活動が示されており、困難がある。
（Ｐ57）

①１年上「いくつといくつ」では、タン
バリンをたたいた数と同じ人数で集
まる活動が示されており、困難があ
る。（Ｐ33）

本文の文字の大きさ
１年最初　20ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　10.5ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　13ポイント

１年最初　18ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　17ポイント
６年最後　13ポイント

１ページの基本的な文字数
１年最初　22文字×３行
６年最後　26文字×12行

１年最初　18文字×16行
６年最後　32文字×26行

１年最初　19文字×15行
６年最後　35文字×19行

１年最初　16文字×３行
６年最後　26文字×16行

１年最初　12文字×２行
６年最後　26文字×14行

１年最初　18文字×14行
６年最後　30文字×25行

欄外の文字の大きさ
１年　16ポイント
６年　9.5ポイント

１年　13ポイント
６年　 ９ポイント

１年　12ポイント
６年　 ９ポイント

１年　12ポイント
６年　 9.5ポイント

１年　16ポイント
６年　10ポイント

１年　12ポイント
６年　 8.5ポイント

ふりがな 初出有 初出有 初出有 初出有 初出有 初出有

障害の状態に応じた事項、　　その
他
①聴覚の障害を補えるように、写
真、図表等で視覚的に説明している
もの。
②学習のポイント等が大きな文字や
枠囲み等で簡潔に記されたもの。

①３年下「三角形と角」では、図で学
習のポイントを示し、さらに図形の中
で、説明文に対応した箇所に色を付
けて示してある。（Ｐ84）
②５年下「四角形と三角形の面積」
では、学習のポイントが図、公式で
まとめられ、さらに重要語句は太字
や下線で強調して示してある。（Ｐ
61）

①４年「式と計算」では、言葉の式を
併記している。（Ｐ75）
②２年から６年までの巻末に、前学
年までの既習事項をまとめて示して
ある。

①１年上「のこりはいくつ、ちがいは
いくつ」では、文章題の内容を絵で
示してある。（Ｐ54）
②各単元のポイントを「まとめ」とし
て、枠囲みで示してある。（２年上Ｐ
82など）

①５年「分数の意味」では、図やイラ
ストで分数の意味を示してある。（Ｐ
163）
②各単元に、学習のポイントが背景
色をつけた枠囲みで示してある。（４
年上Ｐ94など）

①４年上「２けたでわるわり算のひっ
算」では、数字の計算を10円玉のイ
ラストで示してある。（Ｐ105）
②２年上から６年まで、巻末に既習
事項や重要語句が簡潔な文、イラス
ト等でまとめて示してある。

①４年下「面積」では、１㎠の面積
を、指に乗せた実物大の工作用紙
の写真で示してある。（Ｐ43）
②５年上「小数のかけ算」では、筆
算の方法を背景色を付けた枠囲み
で示してある。（Ｐ63）

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害のある児童が興味・関心
をもって取り組むことができる単元
等について
①視覚的な方法等を活用して、作業
や体験等の学習活動が工夫できる
もの。

聴覚障害への配慮を要する内容等
について
①言葉や音を聞き取る活動があり、
作業や体験等の学習活動に困難が
想定されるもの。

構
成
上
の
工
夫



小学部　算数（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 大日本 学図 教出 啓林館 日文

☆☆　　　　26箇所 ☆☆☆　　　　46箇所 ☆☆☆☆　　　　53箇所 ☆☆☆☆　　　　56箇所 ☆☆☆☆　　　　69箇所 ☆☆☆　　　　51箇所

①１年②「なんじなんぷん」では、代
替の手立ての工夫ができる。（Ｐ
109）
②４年下「箱の形の特ちょうを調べ
よう」では、身の回りにある箱を分類
する活動がある。（Ｐ107）

①１年「かずしらべ」では、野菜の数
だけ色を塗る活動で、代替の手立
ての工夫ができる。（Ｐ69）
②２年「数のしくみを　しらべよう」で
は、マンションの部屋番号を使って
位置を考える活動が示してある。（Ｐ
75）

①２年下「２年の復習をしよう」で
は、リング移しの活動で工夫ができ
る。（Ｐ123）
②１年下「くらべてみよう」では、テー
プを使って机の高さや教室のドアの
幅を測って比べる活動が示してあ
る。（Ｐ25）

①３年下「どんな三角形ができるか
な」では、ストローを使って三角形を
作る活動で、手立てが工夫できる。
（Ｐ50）
②１年「いくつかな」では、身の回り
にある数を探す活動が示してある。
（Ｐ22～23）

①４年上「垂直・平行と四角形」で
は、平行四辺形の厚紙を敷き詰め
る活動で、工夫することができる。
（Ｐ83）
②５年「速さ」では、身の回りの乗り
物の速さを計算する活動が示して
ある。（Ｐ225）

①２年上「水のかさをはかろう」で
は、水筒の水を移し替える活動で、
補助具が活用できる。（Ｐ96）
②３年上「円と球」では、身の回りに
ある円形や球体を探す活動が示し
てある。（Ｐ128）

★★★　　　　53箇所 ★★　　　　34箇所 ★★★★　　　　54箇所 ★★★　　　　36箇所 ★★★　　　　46箇所 ★★★★71箇所

①６年「対称な図形」では、折りたた
んだ紙を切り抜く活動があり、困難
がある。（Ｐ21）

①４年「垂直・平行と四角形」では、
三角定規を二つ使用し作図する活
動に困難がある。（Ｐ89）

①５年下「いろいろな形の性質を調
べよう」では、缶の側面に紙を巻き
付け、それをもとに展開図を作図す
る活動に困難がある。（Ｐ129）

①６年「対称な図形」では、線対称な
図形を作図する活動に困難がある。
（Ｐ42）

①２年下「はこの形」では、切り取っ
た紙を箱に貼る活動に困難がある。
（Ｐ100）

①５年上「ぴったり重なる形と図形を
調べよう」では、コンパスと分度器を
使用し作図する活動に困難がある。
（Ｐ21）

本文の文字の大きさ
１年最初　18ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　13ポイント

１年最初　16ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　12ポイント

１年最初　16ポイント
６年最後　12ポイント

１ページの基本的な文字数
１年最初　24文字×13行
６年最後　32文字×25行

１年最初　22文字×12行
６年最後　28文字×21行

１年最初　28文字×17行
６年最後　30文字×21行

１年最初　19文字×14行
６年最後　30文字×26行

１年最初　25文字×12行
６年最後　28文字×21行

１年最初　23文字×12行
６年最後　29文字×26行

欄外の文字の大きさ
１年最初　９ポイント
６年最後　7.5ポイント

１年最初　13ポイント
６年最後　９ポイント

１年最初　12ポイント
６年最後　９ポイント

１年　９ポイント
６年　7.5ポイント

１年最初　９ポイント
６年　7.5ポイント

１年　９ポイント
６年　９ポイント

ふりがな 未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有 未習得及び難読漢字の初出有

障害の状態に応じた事項、　その他
①通院等による学習空白を補えるよ
うに、学習のポイント等が大きな文
字や枠囲み等で簡潔に記されてい
たり、各単元等のまとまりが記され
ていたりするもの。
②写真、図表等で視覚的に説明さ
れているもの。
③ページをめくる等の動作が難しい
場合があるため、見開きページで学
べるようになっているもの。

①２年上から、巻末に「ふりかえり
コーナー」として、既習事項がまとめ
て示してある。
②３年下「重さの比べ方」では、物の
重さを比べている例が写真で示して
ある。（Ｐ23）
③４年上「角のかき方・三角形のか
き方」では、見開きで学習できるよう
になっている。（Ｐ68、69）

①２年から、巻末に「ひとめでわか
る！　○年までのまとめ」として、前
学年までのポイントが示してある。
②１年「なんじなんぷん」では、学校
生活場面のイラストと時計が時系列
で示してある。（Ｐ152、153）
③６年「データの活用」では、「表や
グラフを生かそう」の手順を見開き
で図示してある。（Ｐ76、77）

①２年から、上巻の巻頭に見開きで
前学年までのポイントをまとめて示
してある。
②５年上「三角形や四角形の角に
ついて調べよう」では、図形をしきつ
めて、角の大きさの和を示してあ
る。（Ｐ116、117）
③４年下「小数の筆算のしかたを考
えよう」では、文章題から答えを出
す手順を左から右に、見開きでまと
めて示してある。（Ｐ80、81）

①２年上から、巻末に「学びのマッ
プ」として、上巻には前学年まで、下
巻には上巻の学習したポイントをま
とめて示してある。
②２年下「図をつかって考えよう」で
は、計算式がテープ図で示してあ
る。（Ｐ86、87）
③５年「合同と三角形、四角形」で
は、合同な図形のかき方を左から右
に、見開きでまとめて示してある。
（Ｐ64、65）

①２年上から、巻末に「算数しりょう
集」として、学習したことのまとめが
示してある。
②６年「およその形と大きさ」では、
大仙古墳の写真に図を重ねて示し
てある。（Ｐ145）
③４年上「角とその大きさ」では、扇
を開いたときの角の大きさを左から
右に、見開きで示してある。（Ｐ12、
13）

①２年から、上巻の巻末に「学び方
ガイド」、「算数で使いたいことば・考
え方」がまとめて示してある。
②４年上「角の大きさをはかろう」で
は、分度器のイラストで角度につい
て説明している。（Ｐ62）
③６年「対称な図形」では、見開きの
日本地図と周囲に配置された県の
マークなどを調べる活動を示してあ
る。（Ｐ30、31）

略　　　　　　称
肢体不自由・病弱の児童が興味・関
心をもって取り組むことができる単
元等について
①上肢の操作を伴うものであって
も、教材や補助的手段等を活用し
て、学習活動が工夫できるもの。
②生活に結び付いた学習活動が示
されているもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要する
内容等について
①上肢の操作を伴うため、学習活動
に困難が想定されるもの。

内
　
　
　
　
容

構
成
上
の
工
夫



小学部　理科（聴覚障害特別支援学校）

東書 大日本 学図 教出 信教 啓林館
☆☆☆☆　　　　220箇所 ☆☆☆　　　　147箇所 ☆☆☆☆　　　　167箇所 ☆☆☆☆　　　　191箇所 ☆☆☆☆　　　　208箇所 ☆☆☆　　　　165箇所

①３年「太陽の光を調べよう」では、
温度計を使って、日なたの地面と
日陰の地面の温度を測る活動があ
り、視覚を活用した学習ができる。
（Ｐ97）
②６年「てこのはたらき」では、ペン
チや栓抜きなど、身の回りにあるて
こを利用した道具の仕組みを調べ
る活動があり、生活経験を広げるこ
とができる。（Ｐ145）

①５年「もののとけ方」では、電子天
秤を使って、食塩を入れた水の重さ
を測る活動があり、視覚を活用した
学習ができる。（Ｐ109）
②３年「じしゃくのふしぎ」では、アル
ミニウム箔や空き缶など、身の回り
にある物について、磁石に引き付
けられるかどうか調べる活動があ
り、生活経験を広げることができ
る。（Ｐ149）

①６年「植物と養分と水」では、食用
色素を使って、ホウセンカの水の通
り道を調べる活動があり、視覚を活
用した学習ができる。（Ｐ55、56）
②４年「季節と生き物の様子」で
は、校庭や野原で、昆虫などの動
物の様子を調べる活動があり、生
活経験を広げることができる。（Ｐ
10、11）

①４年「もののあたたまり方」では、
金属の板や示温インクを使って、金
属が温まる順を調べる活動があり、
視覚を活用した学習ができる。（Ｐ
159、160）
②６年「水溶液」では、レモンやカビ
取り剤など、身の回りにある水溶液
の働きを調べる活動があり、生活
経験を広げることができる。（Ｐ189）

①３年「じしゃくのせいしつ」では、
方位磁針を使って、棒磁石の向き
が指している方位を調べる活動が
あり、視覚を活用した学習ができ
る。（Ｐ143）
②４年「水のゆくえ」では、池の水面
や地面など、身近な場所で水が蒸
発しているかどうか調べる活動が
あり、生活経験を広げることができ
る。（Ｐ183、184）

①４年「電気のはたらき」では、プロ
ペラを使って、乾電池をつなぐ向き
とモーターの回る向きの関係を調
べる活動があり、視覚を活用した学
習ができる。（Ｐ35）
②５年「台風と気象情報」では、防
災グッズの準備や避難経路の確認
など、災害に対する備えについて
紹介されており、生活経験を広げる
ことができる。（Ｐ58）

★★★★　　　　９箇所 ★★★★　　　　７箇所 ★★　　　　４箇所 ★★　　　　４箇所 ★★★　　　　６箇所 ★★　　　　４箇所

①５年「ふりこのきまり」では、曲を
流してふりこを振ってみる活動があ
り、学習の際に配慮が必要である。
（Ｐ151）

①６年「体のつくりとはたらき」で
は、胸に聴診器を当てて拍動数を
調べる活動があり、学習の際に配
慮が必要である。（Ｐ45）

①３年「風のはたらき」では、風車が
回っている時の音を聞く活動があ
り、学習の際に配慮が必要である。
（Ｐ108、109）

①３年「音」では、糸電話を作って友
達と話す活動があり、学習の際に
配慮が必要である。（Ｐ137）

①５年「ふりこの運動」では、振り子
の動きを利用したおもちゃとして、メ
トロノームを作る活動が紹介されて
おり、学習の際に配慮が必要であ
る。（Ｐ151）

①６年「発電と電気の利用」では、コ
ンデンサーにためた電気で電子オ
ルゴールを鳴らす活動があり、学
習の際に配慮が必要である。（Ｐ
177）

３年最初　14ポイント ３年最初　14ポイント ３年最初　14ポイント ３年最初　15ポイント ３年最初　17ポイント ３年最初　19ポイント

６年最後　13ポイント ６年最後　13ポイント ６年最後　13ポイント ６年最後  13ポイント ６年最後　13ポイント ６年最後　16ポイント

３年最初　 ８ポイント ３年最初　14ポイント ３年最初　10ポイント ３年最初　 ８ポイント ３年最初　 ８ポイント ３年最初 　７ポイント

６年最後 　８ポイント ６年最初　 ８ポイント ６年最後　11ポイント ６年最後 　８ポイント ６年最後　 ８ポイント ６年最後　 ７ポイント

ふりがな 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有

折り込みページの箇所数 ２箇所 １箇所 ０箇所 ３箇所 ０箇所 １箇所

障害の状態に応じた事項、その他
① 聴覚の障害を補えるように、写真、図表
等で視覚的に説明しているもの。
②学習のポイント等が大きな文字や枠囲み
等で簡潔に記されたもの。

①観察や実験の手順を、番号や矢
印、写真や絵で示してある。（５年Ｐ
112、113など）
②問題や観察の要点、まとめを大
きな文字で記述している。（４年Ｐ
45、46など）

①観察や実験の手順を写真や絵で
示してある。（４年Ｐ87など）
②問題や観察の要点、まとめを大
きな文字や枠囲みで記述している。
（３年Ｐ153、154など）

①観察や実験の手順を枠囲みし、
写真や絵で示してある。（３年Ｐ151
など）
②問題と分かったことを、枠囲みで
記述している。（５年154、155など）

①観察や実験の手順を、番号や矢
印、写真や絵で示してある。（５年Ｐ
34、35など）
②問題、観察・実験、結論を大きな
文字と枠囲みで記述している。（３
年Ｐ93、94など）

①観察や実験の手順を枠囲みし、
写真や絵で示してある。（６年Ｐ45
など）
②問題を大きな文字で示すととも
に、まとめを枠囲みで記述してい
る。（４年Ｐ101、103など）

①観察や実験の手順を枠囲みし、
写真や絵で示してある。（４年Ｐ
118、119など）
②問題、観察・実験、まとめを、大き
な文字と矢印で記述している。（３
年Ｐ105、106など）

③安全・衛生への配慮箇所数 143箇所 138箇所 122箇所 173箇所 88箇所 163箇所

一次エネルギーや再生可能エネルギーの扱い あり あり あり あり あり あり

持続可能な社会づくりについての扱い あり あり あり あり あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害のある児童が興味・関心をもって
取り組むことができる単元等について
①視覚的な方法等を活用して、観察や実験
等の学習活動が工夫できるもの。
②生活経験を広げるような学習活動が紹介
されているもの。

聴覚障害への配慮を要する内容等につい
て
①言葉や音を聞き取る活動があり、観察や
実験等の学習活動に困難が想定されるも
の。

参
考

構
成
上
の
工
夫

本文の文字の大きさ

欄外の文字の大きさ



小学部　理科（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 大日本 学図 教出 信教 啓林館
☆☆☆☆　　　　58箇所 ☆☆☆　　　　44箇所 ☆☆☆☆　　　　61箇所 ☆☆☆☆　　　　55箇所 ☆☆☆☆　　　　60箇所 ☆☆☆☆　　　　73箇所

①６年「大地のつくり」では、がけを
観察することができない時には、教
科書の写真や博物館などの資料を
用いて調べることを示してある。（Ｐ
104）
②４年「物のあたたまり方」では、
暖房をつけている室内の空気の温
度を調べる活動があり、生活に結
び付いている。（Ｐ145）

①６年「大地のつくりと変化」では、
流れる水のはたらきと地層のでき
方の関係を調べる実験において、
砂と泥と水を瓶に入れて振った後
に、観察する方法を示してある。（Ｐ
133）
②４年「雨水のゆくえ」では、雨上
がりの校庭で雨水の流れを観察す
る活動があり、生活経験を広げる
ことができる。（Ｐ80、81）

①３年「光を調べよう」では、鏡を
使って集めた日光の温度を測る活
動において、温度計の代わりに放
射温度計を使う方法を示してある。
（Ｐ98）
②５年「雲と天気の変化」では、雲
の様子を観察する活動があり、生
活に結び付いている。（Ｐ81）

①５年「流れる水と土地」では、実
際に川に行って観察する方法のほ
かに、インターネットのウェブサイト
を活用して川の上流や下流の様子
を調べる方法を示してある。（Ｐ
121）
②６年「電気の利用」では、身の回
りで利用している電気の性質やは
たらきについて調べる活動があり、
生活に結び付いている。（Ｐ209）

①５年「植物の成長」では、ペットボ
トルや脱脂綿を使って水耕栽培を
する活動を紹介してある。（Ｐ39）
②６年「月と太陽」では、月に見立
てたボールに光を当てて調べる活
動があり、生活に結び付いている。
（Ｐ83）

①４年「ものの温度と体積」では、
温度による体積の変化を調べる実
験において、丸底フラスコの代わり
に、ペットボトルなどを活用する方
法を示してある。（Ｐ113）
②３年「じしゃくのふしぎ」では、はさ
みや硬貨など、身の回りの物が磁
石に付くかどうか調べる実験があ
り、生活に結び付いている。（Ｐ
127）

★★★★　　　　95箇所 ★★★★　　　　87箇所 ★★★★　　　　95箇所 ★★★★　　　　98箇所 ★★★★　　　　88箇所 ★★★★　　　　81箇所

①５年「花から実へ」では、ヘチマ
の花のめしべの先端に筆で花粉を
付ける活動があり、学習の際に困
難がある。（Ｐ61）
②３年「たねをまこう」では、植物の
種をまく際に、指で土に穴をあける
活動があり、土に直接触れるた
め、配慮を要する。（Ｐ19）

①３年「太陽の光」では、虫眼鏡で
日光を集めて、段ボール紙に当て
る実験があり、学習の際に困難が
ある。（Ｐ127）
②４年「季節と生物２　春」では、植
物の苗を花壇などに植え替える活
動があり、土に直接触れるため、
配慮を要する。（Ｐ89）

①６年「電気と私たちの生活」で
は、手回し発電機で、電流の大きさ
や向きを変える実験があり、学習
の際に困難がある。（Ｐ179）
②４年「雨水の流れ」では、校庭や
花壇などにおける土の粒と水の染
み込み方の関係を調べる活動があ
り、土に直接触れるため、配慮を要
する。（Ｐ144）

①４年「とじこめた空気や水」では、
注射器に閉じ込めた空気を押して
体積と手ごたえを調べる実験があ
り、学習の際に困難がある。（Ｐ
119）
②３年「植物を育てよう」では、ホウ
センカの苗の土を洗い落とす活動
があり、土に直接触れるため、配
慮を要する。（Ｐ33）

①４年「人の体のつくりと運動」で
は、重いものを持ち上げて、筋肉
の様子を調べる活動があり、学習
の際に困難がある。（Ｐ126）
②３年「太陽とかげを調べよう」で
は、影の向きと太陽の位置を調べ
る活動があり、長時間日光に直接
当たる可能性があり、配慮を要す
る。（Ｐ11）

①６年「てこのはたらき」では、棒の
てこで、力点の位置だけを動かし
て、手応えを比べる活動があり、学
習の際に困難がある。（Ｐ155）
②３年「日なたと日かげの地面」で
は、日なたと日陰の地面に、手で
直接触れて比べる活動があり、配
慮を要する。（Ｐ93）

３年最初　14ポイント ３年最初　14ポイント ３年最初　14ポイント ３年最初　15ポイント ３年最初　17ポイント ３年最初　19ポイント

６年最後　13ポイント ６年最後　13ポイント ６年最後　13ポイント ６年最後　13ポイント ６年最後　13ポイント ６年最後　16ポイント

３年最初　８ポイント ３年最初　14ポイント ３年最初　10ポイント ３年最初　８ポイント ３年最初　８ポイント ３年最初　７ポイント

６年最後　８ポイント ６年最初　８ポイント ６年最後　11ポイント ６年最後　８ポイント ６年最後　８ポイント ６年最後　７ポイント

ふりがな 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有

折り込みページの箇所数 ２箇所 １箇所 ０箇所 ３箇所 ０箇所 １箇所

障害の状態に応じた事項、　　　その他
①まひによる注視の困難を補えるように、
各ページの構成が整理されているもの。
②通院等による学習空白を補えるように、
学習のポイント等が大きな文字や枠囲み
等で簡潔に記されていたり、各単元等のま
とまりが記されていたりするもの。
③写真、図表等で視覚的に説明されてい
るもの。
④実験、観察等の結果が明確に記述され
ているもの。
⑤ページをめくる等の動作が難しい場合が
あるため、見開きページで学べるように
なっているもの。

①観察や実験の手順を、番号や矢
印、写真や絵で示してある。（５年Ｐ
112、113など）
②問題や観察の要点、まとめを大
きな文字で記述してある。（４年Ｐ
45、46など）
③５年「魚のたんじょう」では、メダ
カの卵の中の変化を写真で視覚的
に説明してある。（Ｐ45）
④４年「自然のなかの水のすがた」
では、ビーカーの水の量の変化を
調べた実験の結果を写真を用いて
示してある。（Ｐ104)
⑤３年「トンボやバッタを育てよう」
では、昆虫の卵から成虫までの変
化について、見開きの左から右に、
写真と説明文で示してある。（Ｐ
44、45）

①観察や実験の手順を写真や絵
で示してある。（４年Ｐ86、87など）
②問題や観察の要点、まとめを大
きな文字や枠囲みで記述してあ
る。（３年Ｐ153、154など）
③６年「体のつくりとはたらき」で
は、消化と吸収の仕組みについ
て、絵を用いて視覚的に説明して
ある。（Ｐ52、53）
④５年「電磁石の性質」では、コイ
ルの巻き数と電磁石の強さの関係
を調べた実験の結果を写真や記録
例を用いて示してある。（Ｐ150）
⑤５年「ふりこの動き」では、ふりこ
が１往復する時間に関する実験に
おいて、実験の条件や記録例を、
見開きで示してある。（Ｐ130、131）

①観察や実験の手順を枠囲みし、
写真や絵で示してある。（３年Ｐ151
など）
②問題と分かったことを、枠囲みで
記述してある。（５年154、155など）
③６年「火山の噴火と地震」では、
地震による大地の変化について、
写真を用いて視覚的に示してあ
る。（Ｐ140、141）
④４年「月と星」では、月の動きを
調べた結果を写真や記録例を用い
て示してある。（Ｐ98）
⑤３年「かげと太陽」では、太陽の
一日の動きを見開きの左から右
に、写真で示してある。（Ｐ32、33）

①観察や実験の手順を、番号や矢
印、写真や絵で示してある。（５年Ｐ
34、35など）
②問題、観察・実験、結論を大きな
文字と枠囲みで記述してある。（３
年Ｐ93、94など）
③３年「チョウをそだてよう」では、ト
ンボやバッタなど、様々な昆虫の育
ち方について、写真で視覚的に示
してある。（Ｐ50）
④５年「流れる水と土地」では、水
量と流れる水のはたらきとの関係
を調べた結果を写真で示してあ
る。（Ｐ136）
⑤６年「大地のつくり」では、様々な
地域にある地層の写真を、見開き
で示してある。（Ｐ122、123）

①観察や実験の手順を枠囲みし、
写真や絵で示してある。（６年Ｐ45
など）
②問題を大きな文字で示すととも
に、まとめを枠囲みで記述してあ
る。（４年Ｐ101、103など）
③５年「花のつくりと実」では、様々
な植物の花粉について、写真で視
覚的に示してある。（Ｐ55）
④３年「光のせいしつ」では、虫眼
鏡で日光を集めた結果を、枠囲み
で文章を用いて示してある。（Ｐ
106）
⑤４年「生き物のくらし～夏～」で
は、夏の時期に観察できる身近な
植物を、見開きの夏の風景のイラ
ストに重ねた写真で示してある。
（Ｐ52、53）

①観察や実験の手順を枠囲みし、
写真や絵で示してある。（４年Ｐ
118、119など）
②問題、観察・実験、まとめを、大
きな文字と矢印で記述してある。
（３年Ｐ107から109までなど）
③６年「大地のつくりと変化」では、
地震災害に備えた取組について、
写真や絵で視覚的に示してある。
（Ｐ142、143）
④５年「電流と電磁石」では、電流
の大きさを変えたり、コイルの巻き
数を変えた時の電磁石の強さを調
べた実験の結果を、写真を用いて
示してある。（Ｐ166）
⑤６年「生物どうしのつながり」で
は、水の循環について、写真や絵
を用いて見開きで示してある。（Ｐ
84、85）

⑥安全・衛生への配慮箇所数 143箇所 138箇所 122箇所 173箇所 88箇所 163箇所

一次エネルギーや再生可能エネルギーの扱い あり あり あり あり あり あり

持続可能な社会づくりについての扱い あり あり あり あり あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

肢体不自由・病弱の児童が興味・関心を
もって取り組むことができる単元等につい
て
①上肢の操作を伴うものであっても、観察
や実験等の学習活動が工夫できるもの。
②生活に結び付き、生活経験を広げる学
習活動が示されているもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要する内容
等について
①上肢の操作を伴うため、観察や実験等
の学習活動に困難が想定されるもの。
②アレルギー疾患等にかかわる配慮が必
要なもの。

参
考

構
成
上
の
工
夫

本文の文字の大きさ

欄外の文字の大きさ



小学部　生活（視覚障害特別支援学校）

東書 大日本 学図 教出 信教 光村 啓林館 日文

☆☆☆☆　　　　19箇所 ☆☆　　　　７箇所 ☆☆☆　　　　14箇所 ☆☆　　　　７箇所 ☆　　　　３箇所 ☆　　　　３箇所 ☆☆☆　　　　14箇所 ☆☆☆　　　　14箇所

①上「はなの ようすを つたえよう」
では、花の成長の様子を細かく観
察する方法として、触覚や聴覚を
活用した活動が示してある。（Ｐ35）
②下「まちの くふう」では、写真を
用いて、点字ブロックや音響用押
ボタン、点字案内板の写真が示し
てある。（Ｐ70)

①上「あきとなかよし」では、葉を踏
む音や形比べ、臭い比べがあり、
触覚や聴覚、嗅覚を活用した活動
が示してある。（Ｐ64）
②下「春の町はっけん」では、点字
ブロックや音響用押しボタンの写真
が示してある。（Ｐ24、25)

①上「わたしのあさがお」では、触
察する活動が示してある。（Ｐ23）
②下「まちたんけん」では、点字ブ
ロック、点字の写真が示してある。
（Ｐ14）

①上「きれいに さいてね わたしの
はな」では、育てた花の種を収穫す
る活動が示してある。（Ｐ41）
②下「わたしの まちの くふう」で
は、点字ブロックや音響用押しボタ
ンの写真が示してある。（Ｐ44)

①上「かって みたいな」では、生き
物の飼育で、生き物に触れる活動
が示してある。（Ｐ46）
②下「人に やさしい 町」では、点字
ブロックや音の出る信号機が示し
てある。（Ｐ25)

①上「なつを たのしもう」では、裸
足で芝生に立ってみたり、寝転がっ
たりする活動が示してある。（Ｐ48、
49）
②なし

①上「あきの校ていに出てみよう」
では、季節感を音や匂いなどで感
じる活動が示してある。（Ｐ76、77）
②下「町のくふうを見つけよう」で
は、白杖、盲導犬、点字ブロック、
点字の写真が示してある。（Ｐ120、
121）

①上「ふゆをかんじよう」では、氷に
触ったり、聞こえてくる音から冬の
遊びを考えたりする活動が示して
ある。（Ｐ106、107）
②下「いろいろな町のくふう」では、
点字ブロックや町にある物の写真
と、実際に読める点字が示してあ
る。（Ｐ134、135）

★★　　　　８箇所 ★★　　　　６箇所 ★★★★　　　　17箇所 ★★　　　　７箇所 ★★★　　　　10箇所 ★　　　　４箇所 ★　　　　４箇所 ★★★　　　　12箇所

①下「ちがいを さがそう」では、イラ
ストを見て、間違ったことをしている
人を探す活動があるので、配慮を
要する。（Ｐ22）

①上「がっこうと なかよし」では、付
録を用いて見る活動があり、配慮
を要する。（Ｐ８)

①上「もうすぐなつやすみ」では、や
くそくごとがイラストのみで示してあ
リ、配慮要する。（Ｐ55）

①上「あきを 見つけに いこう」で
は、写真を見比べてどんぐりの帽
子と本体を結び付ける活動があ
り、配慮を要する。（Ｐ77)

①上「はると なかよし」では、見開
きや折り込みページ全体に絵と写
真のみで構成されているため、配
慮を要する。（Ｐ26～31)

①下「よく 見ると、おもしろいよ」で
は、ダンゴムシの足が何本か数え
る場面があり、配慮を要する。（Ｐ
42、43)

①上「わくわくぼっくす　なにがある
かな？」では、絵のみが示してあ
り、配慮を要する。（Ｐ36、37）

①下「みんながつかう場しょへ行っ
てみよう」では、イラストの上に写真
が重ねてあり、配慮を要する。（Ｐ
14、15）

本文の文字の大きさ
上：32ポイント
下：26ポイント

上：36ポイント
下：32ポイント

上：36ポイント
下：32ポイント

上下ともに24ポイント 上下ともに18ポイント
上：32ポイント
下：30ポイント

上下ともに28ポイント 上下ともに24ポイント

ふりがな
上：全て平仮名

下：全て有
ページの初出有 ページの初出有 全て有

上：一部有
下：初出有

上：ページの初出有
下：ページの初出有（既習は無）

全て有 全て有

折り込みページの箇所数 ０箇所 ０箇所 ０箇所 ０箇所
上：10箇所
下：２箇所

上：２箇所
下：０箇所

０箇所 ０箇所

障害の状態に応じた事項、
その他
①各ページの構成が統一さ
れており、全体の把握が容
易であるもの。
②写真が鮮明であり、枠囲
み等が付けられているもの。
③絵の色彩が鮮明であるも
の。

①単元ごとに「やくそく」の項目の記
載があり、注意すべき内容が示し
てある。
②下「秋や冬にもそだてよう」では、
発芽の様子の写真が実物大で示し
てある。（Ｐ21)
③下「かつどう べんりてちょう」で
は、安全や道具の説明が４色刷り
イラストで示してある。（Ｐ107～
128）

①上巻末「がくしゅう どうぐばこ」で
は、安全に関することがまとめて示
してある。（Ｐ106)
②上「むしのふしぎをみつけたよ」
では、昆虫の顔を正面から撮影し
た、鮮明な画像が示してある。（Ｐ
51）
③上「いきものとなかよし」では、飼
育小屋の様子が４色刷りイラストで
示してある。（Ｐ17）

①上「わたしのあさがお」では、見
開きの右端の同位置に、花の品種
ごとの「種、芽、花、種」の変化を示
してある。（Ｐ19、23、27、29、33）
②下「生きものと友だち」では、見
開き２ページの幅で写真が示して
あり、重ねてある写真は白枠で囲
みがある。（Ｐ56、57）
③下「はっぴょう会をするよ」では、
発表会の様子を４色刷りイラストで
示してある。（Ｐ22、23）

①上「もっと そだてたいね」では、
花の品種ごとの「種、芽、花」の変
化を写真で示してある。（Ｐ44)
②下「野さいと くだものの クイズ」
では、野菜や果物の全体図や断面
図の写真が示してある。（Ｐ22、23）
③上「のはら ずかん」では、様々な
昆虫が概ね実寸大のイラストで示
してある。（Ｐ58、59)

①上下とも、全ての単元が、見開き
で学べるようになっている。
②上「わたしの　あさがお」では、あ
さがおの発芽の瞬間の写真がペー
ジの約半分の大きさで示してある。
（Ｐ40)
③上「おはなし ききたいな」では、
図書室や保健室の様子が４色刷り
イラストで示してある。（Ｐ20、21)

①下「小さなともだち」では、生き物
の飼育の工夫を示してある。（Ｐ40)
②上「かってみたいな、できるかな」
では、様々な花の種の写真が、開
花時の写真と共に掲載されてい
る。（Ｐ30、31)
③下「こまったときは、みんなでそう
だん」では、野菜を育てる際の工夫
がイラストで示してある。（Ｐ26、27)

①上、「きになるばしょに　いってみ
よう」では、単元名がページ上部に
示してある。（Ｐ８）
②下「大きくそだてわたしの野さい」
では、野菜の全体と断面の写真が
示してあり、二次元コードで補足し
てある。（Ｐ15）
③上「生きもののそだてかた」で
は、飼育環境をイラストで示してあ
る。（Ｐ70、71）

①上「きれいなはなをさかせたい」
では、ページの端に「種、つぼみ、
花、実」の変化を、上下同じ位置に
示してある。（Ｐ37～Ｐ44）
②上「ふゆのあそびずかん」では、
遊びの実際の様子を示す写真が、
枠囲みがついて示してある。（Ｐ
112、113）
③下「ぐんぐんそだてみんなの野さ
い」では、種と芽の写真とともに、実
物のような色合いで野菜のイラスト
が示してある。（Ｐ36）

④安全・衛生への配慮箇所
数

55箇所 24箇所 13箇所 27箇所 ５箇所 17箇所 36箇所 38箇所

略　　　　　　称
視覚障害のある児童が興
味・関心をもって取り組むこと
ができる単元等について
①触覚や聴覚等を活用して、
体験的な活動が工夫できる
もの。
②視覚障害の理解にかかわ
る記述があるもの。

視覚障害への配慮を要する
内容等について
①視覚を頼りとする観察や体
験等の学習活動があり、学
習活動に困難が想定される
もの。

内
　
　
　
　
容

構
成
上
の
工
夫



小学部　生活（聴覚障害特別支援学校）

東書 大日本 学図 教出 信教 光村 啓林館 日文

☆☆☆　　　　16箇所 ☆☆☆　　　　18箇所 ☆☆　　　　13箇所 ☆☆　　　　７箇所 ☆☆　　　　13箇所 ☆☆　　　　８箇所 ☆☆☆☆　　　　27箇所 ☆☆☆☆　　　　21箇所

①上「たのしいあきいっぱい」では、
電子黒板や書画カメラを活用して
発表する活動を示してある。（Ｐ74）
②下「みんなでつかう町のしせつ」
では、まちの工夫として筆談に対応
する耳マークの写真がある。
（Ｐ70）

①下「春の町のはっけん」では、ク
イズや電子黒板、地図などを活用
した発表活動を取り上げている。
（Ｐ26、27）
②なし

①下「わたしたちの野さいばたけ」
では、本やインターネットで調べる
方法を写真で示してある。（Ｐ39）
②下「まちたんけん」では、町の工
夫の例で、手話を使った授業の写
真とあいさつの手話のイラストが示
してある。（Ｐ15）

①上「きせつとなかよし　あき」で
は、幼稚園の友達を招待する活動
を計画する際の思考を、視覚化す
る方法を示してある。（Ｐ87）
②なし

①下「わたしたちがすむ町」では、
見学の際にカメラを活用している。
（Ｐ19）
②下「わたしたちがすむ町」では、
挨拶の手話をイラストで示してあ
る。（Ｐ25）

①下「広がれわたし」では、発表の
方法として巻物、ランキング、新
聞、すごろくを示してある。（Ｐ92、
93）
②なし

①上「いくぞ！がっこうたんけんた
い」では、校舎にある物をシルエッ
トで示してある。（Ｐ５）
②下「町のくふうを見つけよう」で
は、挨拶の手話と点字をイラストで
示してある。（Ｐ121）

①上「もうすぐ２年生」では、自分の
成長を友達に伝える方法として、実
物大の自分の絵を描く活動を示し
てある。（Ｐ118）
②下「いろいろな町のくふう」では、
町にある物の写真や挨拶の手話
のイラストが示してある。（Ｐ135）

★★　　　　５箇所 ★★★　　　　11箇所 ★★　　　　６箇所 ★★　　　　６箇所 ★　　　　３箇所 ★　　　　３箇所 ★★★★　　　　18箇所 ★★★　　　　11箇所

①上「きれいにさいてね」では、観
察の仕方について、草の音を聞く
活動の写真があり、配慮を要する。
（Ｐ35）

①下「はっけんしたよ　いろいろな
しごと」では、話を聞く活動があり、
配慮を要する。

①下「わたしたんけん」では、電話
で聞き取る活動があり、配慮を要
する。（Ｐ95）

①下「えがおいっぱいはっぴょう
会」では、地域の方を招いて発表
する際に、手話などの配慮を要す
る。（Ｐ74、75）

①上「たなばた」では、電話で聞き
取る活動があり、配慮を要する。
（Ｐ52）

①上「きせつのおくりもの」では、夜
間に虫の鳴き声を聴く活動があり、
配慮を要する。
（Ｐ117）

①上「なつとなかよし」では、雨の
音を聞く活動があり、配慮を要す
る。（Ｐ53）

①上「きせつとあそぼうーふゆー」
では、目を閉じて音を聞いたり、聞
こえた音を書いたりする活動があ
り、配慮を要する。（Ｐ107）

本文の文字の大きさ
上：32ポイント
下：26ポイント

上：36ポイント
下：32ポイント

上：36ポイント
下：32ポイント

上下ともに24ポイント 上下ともに18ポイント
上：32ポイント
下：30ポイント

上下ともに28ポイント 上下ともに24ポイント

ふりがな
上：全て平仮名

下：全て有
ページの初出有 ページの初出有 すべて有

上：一部有
下：初出有

上：ページの初出有
下：ページの初出有（既習は無）

すべて有 すべて有

折り込みページの箇所数 ０箇所 ０箇所 ０箇所 ０箇所
上：10箇所
下：２箇所

上：２箇所
下：０箇所

０箇所 ０箇所

障害の状態に応じた事項、　そ
の他
①聴覚の障害を補えるように、
写真、図絵等で視覚的に説明
しているもの。

①下「どきどきわくわくまちたんけ
ん」では、話し方について、イラスト
や写真、文字で示してある。（Ｐ31）

①上「ふゆとなかよし」では、「せい
かつことば」として、雪に関する
様々な表現を示してある。（Ｐ87）

①上下巻末に「生活科学び方図か
ん」として学習の仕方をイラストで
まとめて示してある。

①上「かぞく　にこにこ　大さくせん」
では、一日の生活を時系列に、イラ
ストで示してある。（Ｐ94、95）

①下「いっぱいみのったね」では、
大豆から作られる物を写真で示し
てある。（Ｐ60）

①上「さかせたいなわたしのはな」
では、学習の振り返りで児童が気
が付いたことを、話し言葉で説明し
ている場面が示してある。（Ｐ42、
43）

①上「どうぶつとなかよくなろう」で
は、モルモットの抱き方を絵と文字
で示してある。（Ｐ67）

①上「きれいなはなをさかせたい」
では、種のまき方の手順をイラスト
で示してある。（Ｐ38）

②安全・衛生への配慮箇所数 55箇所 24箇所 13箇所 27箇所 ５箇所 17箇所 36箇所 38箇所

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害のある児童が興味・
関心をもって取り組むことがで
きる単元等について
①視覚的な方法等を活用して、
生活経験を広げるような学習活
動が工夫できるもの。
②聴覚障害の理解にかかわる
絵や写真等があるもの。

聴覚障害への配慮を要する内
容等について
①言葉や音を聞き取る活動が
あり、学習活動に困難が想定さ
れるもの。

構
成
上
の
工
夫



小学部　生活（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 大日本 学図 教出 信教 光村 啓林館 日文

☆☆☆☆　　　　13箇所 ☆☆☆☆　　　　11箇所 ☆☆　　　　４箇所 ☆☆　　　　４箇所 ☆　　　　３箇所 ☆　　　　３箇所 ☆☆☆☆　　　　14箇所 ☆☆☆☆　　　　12箇所

①上「むしと　なかよく　なろう」で
は、飼育ケースに入れた昆虫など
の動きを観察する活動が示してあ
る。(Ｐ60)

①上　「やさいハンコ」では、野菜の
断面を利用することで様々な模様
のハンコを作る活動が示してある。
（Ｐ125）

①下「何をそだてようかな」では、野
菜の育て方を地域の人に聞いたり、
インターネットで調べたりするなど、
様々な調べ方が示してある。（Ｐ39）

①下「しらべよう」では、デジタルカメ
ラ等を活用して記録する方法が示し
てある。（Ｐ123）

①下「わたしたちがすむ町」では、デ
ジタルカメラで記録したり、大型ディ
スプレイを使用して発表したりする
活動が示してある。（Ｐ19）

①下「あそんでためしてくふうして」
では、箱を並べたり、コップを積んだ
りする活動が示してある。(Ｐ50、51)

①上「がくしゅうずかん」では、視
覚、触覚、嗅覚、聴覚等を用いた観
察の仕方を、イラストと写真で説明
してある。（Ｐ120)

①下「手紙の書き方　電話のかけ
方」では、電話のかけ方がイラスト
で示してある。（Ｐ119）

★★★★　　　　27箇所 ★★　　　　13箇所 ★★★★　　　　27箇所 ★★　　　　13箇所 ★★★　　　　19箇所 ★★★　　　　19箇所 ★★★★　　　　22箇所 ★★★　　　　18箇所

①上「たのしいあきいっぱい」では、
コマ作りにおいて、はさみや錐（き
り）を使う活動があり、配慮を要す
る。（Ｐ80)
②上「いきものとなかよし」では、モ
ルモットやハムスターに触れる活動
があり、配慮を要する。（Ｐ64)

①下「おもちゃを作ってみよう」で
は、紙とんぼを飛ばす活動があり、
上肢の操作を伴うため、体験に困
難が想定される。（Ｐ75）
②上「いきものとなかよし」では、野
外で昆虫などを採集する活動があ
り、配慮を要する。（Ｐ46）

①上「なにをつくろうかな」では、両
手動作で錐（きり）を使用する活動
があり、困難が予想される。（Ｐ64）
②下「見つけた　見つけた」では、
昆虫を手で触る活動があり、配慮を
要する。（Ｐ59）

①下「うごかしてあそぼう」では、両
手動作で輪ゴムを飛ばす活動があ
り、困難が予想される。（Ｐ86）
①上「生きものをさがそう」では、飼
育動物や昆虫等に触れる活動があ
り、配慮を要する。（Ｐ65）

①上「てづくりおもちゃ」では、鋏（は
さみ）や錐（きり）を使用する場面の
イラストがあり、使用の際には配慮
が必要である。(Ｐ119)
②下「いきものといっしょ③」では、
山羊に触れる場面があり、配慮を要
する。(Ｐ31)

①下「あそんでためしてくふうして」
では、錐（きり）を使って製作するお
もちゃを取り上げており、実際に活
動する際には配慮が必要である。
（Ｐ55)
②上「いきものとなかよし」では、モ
ルモットに触れる活動があり、配慮
を要する。(Ｐ65)

①上「ひろがれえがお」では、コマ回
し、けん玉、あやとりなどの活動が
あり、配慮を要する。（Ｐ96)
②上「生きもの大すき」では、モル
モットを抱く活動があり、配慮を要す
る。（Ｐ66)

①上「そだてるはなをきめよう」で
は、教科書を折り込むことで関連を
みることができる誌面上の工夫があ
るが、操作の困難が予想される。
（Ｐ37）
②上　「生きものとふれあおう」で
は、モルモットや昆虫に触る活動が
あり、配慮を要する。（Ｐ70）

本文の文字の大きさ
上：32ポイント
下：26ポイント

上：36ポイント
下：32ポイント

上：36ポイント
下：32ポイント

上下ともに24ポイント 上下ともに18ポイント
上：32ポイント
下：30ポイント

上下ともに28ポイント 上下ともに24ポイント

ふりがな
上：全て平仮名

下：全て有
ページの初出有 ページの初出有 すべて有 上：一部有　下：初出有

上：ページの初出有
下：ページの初出有（既習は無）

すべて有 すべて有

折り込みページの箇所数 ０箇所 ０箇所 ０箇所 ０箇所
上：10箇所
下：２箇所

上：２箇所
下：０箇所

０箇所 ０箇所

障害の状態に応じた事項、その
他
①まひによる注視の困難を補え
るように、各ページの構成が整
理されているもの。
②通院等による学習空白を補え
るように、学習のポイント等が大
きな文字や枠囲み等で簡潔に記
されていたり、各単元等のまとま
りが記されていたりするもの。
③体験の不足を補うために、写
真や絵で視覚的に学習活動が
示されているもの。
④ページをめくる等の動作が難
しい場合があるため、見開き
ページで学べるようになっている
もの。

①上「きれいにさいてね」では、ペー
ジの左端に複数品種の植物の、
種、芽、蕾、花、実の写真が並べて
示してある。（Ｐ28）
②上下巻それぞれの巻末には、「か
つどうべんりてちょう」があり、学習
したテーマについて、イラストや写真
を用いて説明してある。
③上巻巻末に「ほんとうのおおきさ
ポケット図鑑」があり、植物や昆虫
などが実寸大のイラストで示してあ
る。
④単元ごとに、見開きで学べる箇所
がある。（下巻Ｐ28、29など）

①下「みんなでそだてて食べたい
な」では、ページ下部に野菜のイラ
ストを示し、ページ上部にその野菜
を使った料理の写真を配置してあ
る。（Ｐ18、19）
②上下巻末に、「がくしゅうどうぐば
こ」として各単元の内容に関連した
事項をまとめてある。
③夜の町の様子を、黒い紙を背景
に使い示してある。（下Ｐ113）
④全てのページが見開きで学べる
ようになっている。

①上「わたしのあさがお」では、種か
ら発芽などの流れがページ右端に
まとめて示してある。（上Ｐ19、23な
ど）
②上「まなびかたずかん」として、学
び方のポイントがまとめて示してあ
る。（上Ｐ114）
③下「ものしりノート」では、野菜の
育て方がイラストで示してある。（Ｐ
42、43）
④全てのページが見開きで学べる
ようになっている。

①上「なにをかんじたかな」では、見
開きの右端に「まんぞくはしご」を配
置し、各単元の理解度を考える活
動を示してある。（Ｐ21、91など）
②目次に、各単元を学習する時期
を線表で示してある。（上Ｐ７、下Ｐ
1）
③上「もっとそだてたいね」では、球
根と芽、花を関連させて写真で示し
てある。（上Ｐ44）
④単元ごとに、見開きで学べる箇所
がある。（下巻Ｐ52など）

①単元で取り扱う内容ごとに、共通
した背景色を用いて、単元名を枠囲
みで示してある。（上Ｐ13、44、56な
ど）
②学校生活での安全について、考
えさせるイラストを枠囲みで示して
ある。（上Ｐ12、64、113など）
③下「みんなで行こう」では、バスや
電車の利用方法を写真やイラストで
示してある。(Ｐ68、69、70など)
④全てのページが、見開きで学べる
ようになっている。

①上「なかよしいっぱいだいさくせ
ん」では、ページ上部に、校舎など
学校施設のイラストを配置し、下部
に写真を配置して、示してある。(Ｐ
17)
②上下の巻末に「ひろがるせいかつ
じてん」として、学習した内容のまと
めが記載してある。
③上「さかせたいなわたしのはな」
では、種まきの方法を写真やイラス
トを使って示してある。(Ｐ32)
④全てのページが、見開きで学べる
ようになっている。

①単元名等が見開きページの左上
に、本文より大きな文字で記載して
ある。
②上下の巻末には、「がくしゅうずか
ん」として、学習したテーマについ
て、イラストや写真を用いて示して
ある。
③上「げんきにそだてわたしのは
な」では、種のまき方について４枚
の連続したイラストで示してある。(Ｐ
25）
③下「大きくそだてわたしの野さい」
では、苗の植え方を、４枚のイラスト
で示してある。（Ｐ19)
④全てのページが、見開きで学べる
ようになっている。

①各単元のまとまりを示すイラスト
が、見開きの左端上に単元ごとに異
なる背景色で示してある。（上Ｐ46な
ど）
②巻末に「ちえとわざのたからばこ」
として、学び方、しぜん・生活、ポイ
ントずかんなどが、項目ごとにまと
めて示してある。（下Ｐ112）
③下「生きもの図鑑」では、昆虫の
一生のサイクルが写真で示してあ
る。（下　Ｐ52～55）
④全てのページが見開きで学べる
ようになっている。

⑤安全・衛生への配慮箇所数 55箇所 24箇所 13箇所 27箇所 ５箇所 17箇所 36箇所 38箇所

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

肢体不自由・病弱の児童が興
味・関心をもって取り組むことが
できる単元等について
①上肢の操作を伴うものであっ
ても、体験的な学習活動が工夫
できるもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要
する内容等について
①上肢の操作を伴うため、観察
や体験等の学習活動に困難が
想定されるもの。
②アレルギー疾患等にかかわる
配慮が必要なもの。

構
成
上
の
工
夫



小学部　音楽（聴覚障害特別支援学校）

教出 教芸

☆☆☆☆　　　　66箇所 ☆☆☆　　　　42箇所

①３年「遊び歌めぐり」では、友達と組になって歌の拍に合わせ
て手を合わせる活動があり、動きを介して学習することができ
る。（Ｐ38、39）

①２年「音楽でみんなとつながろう」では、歌に合わせて日本語
の挨拶を手話で表現する活動があり、歌に対する関心を高めて
学習することができる。（Ｐ６、７）

★★★　　　　43箇所 ★★★★　　　　69箇所

①５年「声のひびき合い」では、和音に合わせて旋律を作る活動
があり、配慮を要する。（Ｐ26、27）
②４年「ききどころを見つけて」では、オーケストラの合奏を聞い
て、聞こえてきた旋律や楽器の名前を書いたり、友達と話し合っ
たりする活動があり、学習の際に配慮を要する。（Ｐ52、53）

①５年「音の重なりを感じ取ろう」では、リコーダーの音が重なり
合う響きを感じ取りながら演奏する活動があり、配慮を要する。
（Ｐ16、17）
②１年「みつけたおとでよびかけあいましょう」では、見つけた音
を声で表して紹介する活動があり、学習の際に配慮を要する。
（Ｐ30、31）

説明資料の箇所数 65箇所 61箇所

障害の状態に応じた事項、その他
①聴覚の障害を補えるように、写真、図絵等で視覚的
に説明しているもの。

①１年「うたでまねっこ」では、歌詞や使用する楽器、リズムを図
や絵で示してある。（Ｐ54、55）

①３年「歌って音の高さをかんじとろう」の「せんりつづくり」では、
音の高低のイメージをイルカのジャンプに見立てて、図や絵で示
してある。（Ｐ13）

参
考

国旗・国歌の扱い あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害のある児童が興味・関心をもって取り組むこ
とができる単元等について
①動きを模倣する活動など、視覚的な情報で学習活
動が工夫できるもの。

聴覚障害への配慮を要する内容等について
①音の重なりによる響きを感じ取ることがねらいになっ
ており、学習活動に困難が想定されるもの。
②演奏や歌唱の聞き比べ等、学習活動に困難が想定
されるもの。

構
成
上
の
工
夫



小学部　音楽（肢体・病弱障害特別支援学校）

教出 教芸

☆☆☆☆　　　　68箇所 ☆☆☆☆　　　　56箇所

①１年「しゅわやあしぶみをしながらうたおう（さんぽ）」では、手
話をしながら歌う活動があり、動きを簡略化するなどの表現の工
夫ができる。（Ｐ69）

①５年「いろいろな音色を感じ取ろう」では、様々な楽器が提示さ
れており、児童が活動しやすいものを選ぶことができる。（Ｐ31）

★★★★　　　　109箇所 ★★★★　　　　103箇所

①４年「アンサンブルの楽しさ」では、鍵盤ハーモニカ、リコー
ダー等による合奏のため、学習活動に困難が想定される。（Ｐ
50）
②なし
③５年「ゴジラ」では、６種類の楽器を使った合奏になっており、
取扱いが困難と思われる。（Ｐ66）

①３年「音の重なりをかんじて合わせよう」では、リコーダー等を
使った合奏があり、学習活動に困難が想定される。（Ｐ68）
②なし
③４年「スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス」で
は、７パートの合奏であり、取扱いが困難と思われる。（Ｐ78）

説明資料の箇所数 65箇所 61箇所

障害の状態に応じた事項、
その他
①通院等による学習期間の空白を補えるように、学習
のポイント等が大きな文字や枠囲み等で簡潔に記され
ているもの。
②写真、図絵等で視覚的に学習活動が示されている
もの。
③ページをめくる等の動作が難しい場合があるため、
見開きページで学べるようになっているもの。

①各学年の巻末に、「『音楽のもと』まとめ」として、学習と関連し
た内容がまとめてある。（５年Ｐ74など）
②３年「せんりつの流れとへん化」では、チェロの旋律とピアノの
動きが図や絵で示してある。（Ｐ35）
③４年「曲に合った歌い方」では、見開きの左側に楽譜を示し、
右側に表現を深める過程を示してある。（Ｐ28、29）

①各学年の巻末に、「ふり返りのページ」として、学習のポイント
がまとめて示してある。（４年Ｐ82など）
②２年「せいかつの中にある音を楽しもう」では、セミの声の高低
を、図式化して表している。（Ｐ29）
③６年「日本や世界の音楽に親しもう」では、見開きに配置した
世界地図の上に、各国の音楽を演奏している写真を示してあ
る。（Ｐ50、51）

参
考

国旗・国歌の扱い あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

肢体不自由・病弱の児童が興味・関心をもって取り組
むことができる単元等について
①上肢の操作を伴うものであっても、学習活動が工夫
できるもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要する内容等について
①上肢の操作を伴うため、楽器の演奏等の学習活動
に困難が想定されるもの。
②心疾患等にかかわる配慮が必要なもの。
③各学年の児童数が少ないため、集団活動が含まれ
るなど取扱いが困難と思われる内容が取り上げられ
ているもの。

構
成
上
の
工
夫



小学部　図画工作（視覚障害特別支援学校）

開隆堂 日文

☆☆☆☆　　　　59箇所 ☆☆☆☆　　　　70箇所

①３・４年上「さわってわくわく」では、様々な材料に触れ、感触から
表現したいことを見つける活動が示してある。（Ｐ38）

①１・２年下「音づくりフレンズ」では、制作した楽器を鳴らして、音
を聞く活動が示してある。（Ｐ30）

★★★★　　　　54箇所 ★★★★　　　　69箇所

①５・６年上「比べてみよう」では、作品の似ているところや違って
いるところを見て考える活動があり、配慮を要する。（Ｐ30）
②５・６年下「わたしはデザイナー１２さいの力で」では、電動糸のこ
ぎり、のこぎり、きり、金づちを使う活動があり、安全面で配慮を要
する。（Ｐ40）

①５・６年下「ここから見ると」では、場所の奥行きを使って楽しく見
える物を作る活動があり、配慮を要する。（Ｐ12）
②５・６年上「でこぼこの絵」では、木材を電動糸のこぎり、彫刻刀
で加工する活動があり、安全面で配慮を要する。（Ｐ32）

初出有 初出有

41 57

６箇所 ６箇所

①５・６年上「心をひらいて」では、見開きで作品を掲載してある。
（Ｐ６）

①１・２年上「かきたいものなあに」では、背景にイラストや模様が
少ないため、コントラストが鮮明である。（Ｐ10）

38箇所 107箇所

障害の状態に応じた事項、その他
①文字・図版が鮮明であるもの。

②安全への配慮箇所数

略　　　　　　称

構
成
上
の
工
夫

視覚障害のある児童が興味・関心をもって取り組
むことができる単元等について
①視覚以外の感覚（触覚や全身の皮膚感覚、音を
聞き分けたり等）を活用して表現するもの。

視覚障害への配慮を要する内容等について
①絵画等の鑑賞などを通して表現する活動があ
り、学習活動に困難が想定されるもの。
②安全への配慮から、道具等の取扱いに困難が
想定されるもの。

ふりがな

解説文等がついている作品数

折り込みページの箇所数

内
　
　
　
　
容



小学部　図画工作（聴覚障害特別支援学校）

開隆堂 日文

☆☆☆☆　　　　９箇所 ☆☆☆☆　　　　８箇所

①１、２年下「見つけたよ、わたしの色水」では、インクや絵の具を
水に混ぜることで、様々な色水をつくる活動が示してある。（Ｐ24）

①１、２年上「いろいろなかたちのかみから」では、切り取った後の
紙の形から思い付いたことを表現する活動が示してある。（Ｐ30）

★★　　　　２箇所 ★★★★　　　　４箇所

①３、４年下「絵から聞こえる音」は、絵画を鑑賞して、音をイメー
ジし、音を形や色で表現する題材であり、配慮を要する。（Ｐ36）

①１、２年下「音づくりフレンズ」では、音を意識しながら楽器をつく
る活動のため、配慮を要する。（Ｐ30）

初出有 初出有

41 57

６箇所 ６箇所

①５・６年下「わたしはデザイナー１２さいの力で」では、制作する
手順に沿って、児童が制作している写真を示してある。（Ｐ40、41）
・巻末に「学びの資料」として学習した内容が、写真やイラストとと
もに説明文でまとめられている。（Ｐ50～56）

①３・４年下「つなぐんぐん」では、制作過程の写真が示してある。
（Ｐ24）
・５・６年下「ここから見ると」では、様々な場所での作品の写真とと
もに、活動内容の説明が示してある。（Ｐ12）

38箇所 107箇所

解説文等がついている作品数

障害の状態に応じた事項、その他
①聴覚の障害を補えるように、写真、図絵等で視覚的に説
明しているもの。

構
成
上
の
工
夫

折り込みページの箇所数

②安全への配慮箇所数

内
　
　
　
　
容

略　　　　　　称
聴覚障害のある児童が興味・関心をもって取り組むことが
できる単元等について
①色や形の構成など視覚的な方法等を活用した学習活動
が工夫できるもの。

聴覚障害への配慮を要する内容等について
①言葉や音を聞き取る活動があり、学習活動に困難が想
定されるもの。

ふりがな



小学部　図画工作（肢体・病弱障害特別支援学校）

開隆堂 日文

☆☆☆☆　　　　28箇所 ☆☆☆　　　　19箇所

①５・６年上「進め！　ローラー大ぼうけん」では、ローラーに様々
な素材を巻き付けるなどして、版画で表現する活動が示してある。
（Ｐ34）

①１・２年上「でこぼこ　はっけん！」では、紙粘土を身の回りの
様々なでこぼこに押し付けることで、模様を形成できる活動が示し
てある。（P42）

★★★★　　　　41箇所 ★★　　　　11箇所

①３・４年下「かみわざ！小物入れ」では、平面の紙に、切れ目を
入れたり折り目を付けたりして、立体の箱を作る活動があり、配慮
を要する。（Ｐ20）
②３・４年下「どろどろかっちん」では、手で直接触れて活動する場
面があり、配慮を要する。（Ｐ24）

①３・４年下「つなぐんぐん」では、広告紙を細く筒状に丸めたり、輪
ゴムで束ねていくなどの手指の巧緻性や上腕の操作性が必要と
なるため、配慮を要する。（Ｐ24）
②５・６年下「自然を感じるすてきな場所で」では、実際に木の葉や
植物などに触れる活動があり、配慮を要する。（Ｐ22）

初出有 初出有

41 57

６箇所 ６箇所

①5・6年下「龍を見る」では、ページのほぼ全面に作品の写真が示
してある。（P31）
②ほぼ全ての単元が見開きで構成されている。

①３・４年上「くぎうち　トントン」では、金づちで釘を素材に打ち付け
る様子や作品の写真が、見開きのページのほぼ全面に示してあ
る。（P32）
②ほぼ全ての単元が見開きで構成されている。

38箇所 107箇所

構
成
上
の
工
夫

解説文等がついている作品数

折り込みページの箇所数

障害の状態に応じた事項、 その他
①体験の不足等を補えるように、図版が鮮明で理解がしやすい
もの。
②ページをめくる等の動作が難しい場合があるため、見開き
ページで学べるようになっているもの

③安全への配慮箇所数

内
　
　
　
　
容

略　　　　　　称
肢体不自由・病弱の児童が興味・関心をもって取り組むことがで
きる単元等について
①上肢の操作を伴うものであっても、実際に表現できる内容が
示されているもの。

肢体不自由・病弱の配慮を要する内容等について
①上肢の操作を伴うため、道具等を扱う学習活動に困難が想定
されるもの。
②アレルギー疾患等にかかわる配慮が必要なもの。

ふりがな



小学部　家庭（聴覚障害特別支援学校）

東書 開隆堂

☆☆☆☆　　　　15箇所 ☆☆☆☆　　　　17箇所

①「夏をすずしくさわやかに」では、吹き流しや風車を使って風通しを調べ
る活動があり、視覚を活用して学習ができる。（Ｐ88）
②「生活を変えるチャンス！２」では、整理・整頓と掃除の学習を生かし
て、家庭における年末のそうじについて紹介されており、生活経験を広げ
ることができる。（Ｐ61)

①「整理・整とんで快適に」では、学校内の整理・整とんの状況を調べる活
動があり、視覚を活用して学習ができる。（Ｐ29）
②「家庭で実践しよう　チャレンジコーナー」では、家庭でできる昼食作り
や弁当包み作りなどの実践が紹介されており、生活経験を広げることが
できる。（Ｐ37 )

★★★★　　　　10箇所 ★★　　　　４箇所

①「食べて元気！ご飯とみそ汁」では、ご飯が炊けている様子を、音を聞
いて確認する活動があり、学習の際に配慮を要する。（Ｐ43 )

①「すずしく快適に過ごす住まい方」では、涼しさを感じるために、小鳥の
声や風鈴の音などの、音を聞く活動が紹介されており、学習の際に配慮
を要する。（Ｐ96)

12ポイント 12ポイント

９ポイント ７ポイント

未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有

①作業手順や学習のポイントなどが、イラストや写真等で視覚的に説明し
てある。（Ｐ82、83など）

①作業手順や学習のポイントなどが、イラストや写真等で視覚的に説明し
てある。（Ｐ30、31など）

22箇所 18箇所

参
考

あり あり

障害の状態に応じた事項、その他
①聴覚の障害を補えるように、写真、図絵等で視覚的に説明し
ているもの。

内
　
　
　
　
容

略　　　　　　称
聴覚障害のある児童が興味・関心をもって取り組むことができる
単元等について
①視覚的な方法等を活用した学習活動が工夫できるもの。
②生活経験を広げるような学習活動を紹介しているもの。

聴覚障害への配慮を要する内容等について
①言葉や音を聞き取る活動があり、学習活動に困難が想定され
るもの。

構
成
上
の
工
夫

本文の文字の大きさ

欄外の文字の大きさ

ふりがな

②図やイラストで安全に関する事項を取り上げた箇所

性差と家族についての扱い



小学部　家庭（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 開隆堂

☆☆☆☆　　　　32箇所 ☆☆☆☆　　　　39箇所

①　「夏をすずしくさわやかに」では、布の性質を比べる方法が、触ること
以外にも複数示してある。（P90）
②　「私の生活、大発見！」では、家庭内で自分でできることを、表でまと
めて記入する活動が示してある。（P13）
③　「あなたは家庭や地域の宝物」では、地域には「障害がある人」など
様々な人々が暮らしていることが示してあり、車いすの子供がリフト付バス
に乗り込むところが示されている。（P122）

①　「クッキングはじめの一歩」では、糸や卵を複数の器で切る方法が示し
てある。（P16）
②　「整理、整とんで快適に」では、どのように部屋を整理、整頓すればよ
いかについて、部屋の写真を分割し、学習活動を提示してある。（P29）
③　「生活を支えるお金と物」では、車いすを利用している男性が示されて
いる。(P59）

★★★★　　　　53箇所 ★★★★　　　　51箇所

①　「ひと針に心をこめて」では、はさみや針の取扱いがあるため、困難が
想定される。（P25）
②　「朝食から健康な1日の生活を」では、火や包丁の取扱いがあるため、
困難が想定される。（P82）
③　「おいしい楽しい調理の力」ではゆでたまごの学習があり、配慮を要す
る。（P18）

①　「ソーイングはじめの一歩」では、はさみや針の取扱いがあるため、困
難が想定される。（P22）
②　「クッキング初めの一歩」では、火や包丁の取扱いがあるため、困難
が想定される。（P14）
③　「食べて元気に」では、みそ汁の学習があり、アレルギー疾患等への
配慮を要する。（P52）

12ポイント 12ポイント

９ポイント ７ポイント

未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有

①　「調理実習技能」に関する写真の多くは、大きく表示してある。（Ｐ130）
②　「お茶の種類」について、各種茶葉の違いが分かるように写真で示し
てある。（P12）
③　「物を生かして住みやすく」では、学習部屋の異なる様子を見開きで提
示し学べるようになっている。（P50、51）

①　「できることを増やしてクッキング」では、背景色を付けた図や写真を
使って手順が示してある。（P86）
②　「クッキングはじめの一歩」では、ジャガイモや卵の加熱時間の違いに
よる変化を、写真で示してある。（P16）
③　「すずしく快適に過ごす着方と手入れ」では、見開きの左から右に、選
択の手順が示してある。（P100）

22箇所 18箇所

参
考

あり あり

内
　
　
　
　
容

略　　　　　　称
肢体不自由・病弱の児童が興味・関心をもって取り組むことができ
る単元等について
①上肢の操作を伴うものであっても、教材や補助的手段等を活用
して、実際に学習しやすい活動があるもの。
②経験不足を補えるように、生活に結び付いた学習活動が示され
ているもの。
③肢体不自由や病弱の理解にかかわる記述があるもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要する内容等について
①上肢の操作を伴うため、道具等を扱う学習活動に困難が想定さ
れるもの。
②安全への配慮から、道具等の取扱いに困難が想定されるもの。
③アレルギー疾患等にかかわる配慮が必要なもの。

構
成
上
の
工
夫

本文の文字の大きさ

欄外の文字の大きさ

ふりがな

障害の状態に応じた事項、その他
①まひによる注視の困難を補えるように、学習のポイント等が大き
な文字や枠囲み等で記されたもの。
②写真、図表等で視覚的に手順や違い等が説明されているもの。
③ページをめくる等の動作が難しい場合があるため、見開きページ
で学べるようになっているもの。

④図やイラストで安全に関する事項を取り上げた箇所

性差と家族についての扱い



小学部　保健（聴覚障害特別支援学校）

東書 大日本 文教社 光文 学研

☆☆☆　　　　15箇所 ☆☆☆　　　　15箇所 ☆☆☆☆　　　　16箇所 ☆☆☆☆　　　　20箇所 ☆☆☆　　　　15箇所

①５・６年「事故やけがの原因」では、イラ
ストの中から事故やけがの原因となるこ
とを探す活動があり、視覚を活用した学
習ができる。（Ｐ20、21）
②なし

①３・４年「大きくなってきたわたし」では、
付録にあるシールを活用して、自分の身
長の変化を調べる活動があり、視覚を活
用した学習ができる。（Ｐ25）
②なし

①３・４年「体のせいけつ」では、脱脂綿
を使って手の汚れを調べる活動があり、
体験的な学習ができる。（Ｐ11）
②なし

①３・４年「身の回りのかんきょう」では、
部屋の明るさの調整や空気の入替えな
ど、健康に過ごすための方法を調べる活
動があり、体験的な学習ができる。（Ｐ
18、19)
②なし

①５・６年「交通事故の防止」では、学校
から家までの道にある道路標識やカーブ
ミラー等を調べる活動があり、視覚を活
用した学習ができる。（Ｐ23）
②なし

★★★　　　　５箇所 ★★★　　　　６箇所 ★★★　　　　５箇所 ★★★★　　　　８箇所 ★★★　　　　６箇所

①３・４年「外で遊ぶときに注意すること」
では、知らない人に声を掛けられた時の
行動に関する記載があり、学習の際に配
慮が必要である。（Ｐ44）

①５・６年「不安やなやみがあるとき」で
は、相談機関への電話相談に関する記
載があり、学習の際に配慮が必要であ
る。（Ｐ15）

①５・６年「けがの手当て」では、怪我をし
ている人を見つけたときに電話で通報す
る記載があり、学習の際に配慮が必要で
ある。（Ｐ25）

①５・６年「自然災害から身を守る」では、
電車やバスの車内で災害が起きたとき
の行動に関する記載があり、学習の際に
配慮が必要である。（Ｐ36）

①３・４年「かけがえのない健康」では、
休養の例として音楽を聞く活動の記載が
あり、学習の際に配慮が必要である。（Ｐ
７）

３・４年　15ポイント ３・４年　14ポイント ３・４年　13ポイント ３・４年　15ポイント ３・４年　16ポイント

５・６年　15ポイント ５・６年　14ポイント ５・６年　12ポイント ５・６年　13ポイント ５・６年　14ポイント

欄外の文字の大きさ 10ポイント ９ポイント ９ポイント ８ポイント 8.5ポイント

ふりがな 未習得及び難読漢字 未習得及び難読漢字 未習得及び難読漢字 未習得及び難読漢字 未習得及び難読漢字

障害の状態に応じた事項、そ
の他
①聴覚の障害を補えるよう
に、写真、図表等で視覚的に
説明しているもの。

①３・４年「体の成長とわたし」では、現在
の自分と比較できるよう、１才頃の赤ちゃ
んの手形や靴の原寸大の写真を示して
ある。（Ｐ24、25）

①５・６年「心と体のつながり」では、不安
な時や緊張したときの心と体の関係につ
いて、イラストで視覚的に説明してある。
（Ｐ11）

①５・６年「病気の予防」では、病気の主
な原因について、絵や図で視覚的に説
明してある。（Ｐ32）

①５・６年「生活習慣の予防②」では、正
しい歯の磨き方についてイラストで視覚
的に説明してある。（Ｐ53)

①３・４年「１日の生活のしかた」では、登
場人物の生活リズムの違いについて、時
間に沿ってイラストで対比して視覚的に
示してある。（Ｐ８）

性差と家族についての扱い あり あり あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの扱
い

あり あり あり あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害のある児童が興
味・関心をもって取り組むこと
ができる単元等について
①視覚的な方法等を活用し
た学習活動が工夫できるも
の。
②聴覚障害の理解にかかわ
る記述があるもの。

聴覚障害への配慮を要する
内容等について
①言葉や音を聞き取る活動
等があり、学習活動に困難
が想定されるもの。

参
考

構
成
上
の
工
夫

本文の文字の大きさ



小学部　保健（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 大日本 文教社 光文 学研

☆☆☆☆　　　　19箇所 ☆☆☆　　　　13箇所 ☆☆☆☆　　　　18箇所 ☆☆☆☆　　　　15箇所 ☆☆☆☆　　　　15箇所

①３・４年「けんこうによい1日の生
活」では、１日の過ごし方を示し、
生活リズムの大切さが取り上げら
れている。（Ｐ12）

①５・６年「生活のしかたと病気の
予防②」では、虫歯や歯茎の病気
の予防について具体的に取り上げ
られている。（Ｐ44）

①５・６年　「けがの手当」では、け
がをしたときの対処の仕方を、フ
ローチャートや図等で取り上げてあ
る。（Ｐ24、25）

①５・６年「感染症の予防」では、せ
きやくしゃみから他人に感染させな
いためのマスクの使用法などが示
してある。（Ｐ42）

①５・６年「けがの手当」では、けが
をしたときの対応等を具体的に取
り上げてある。（Ｐ30）

★★★★　　　　４箇所 ★★★　　　　３箇所 ★★　　　　２箇所 ★★　　　　２箇所 ★★　　　　２箇所

①５・６年「けがの手当」では、けが
の手当をする実習があり、上肢の
操作を伴うため、配慮が必要であ
る。（Ｐ44）

①３・４年「大きくなってきたわたし」
では、付録にあるシールを活用し
てグラフを作成する活動があり、上
肢の操作を伴うため、配慮が必要
である。（Ｐ25）

①３・４年「体の発育」では、グラフ
へ色を塗る活動があり、上肢の操
作を伴うため、配慮が必要である。
（Ｐ20）

①３・４年「変化していく体」では、グ
ラフへ色を塗る活動があり、上肢
の操作を伴うため、配慮が必要で
ある。（Ｐ24）

①３・４年「変化してきたわたしの
体」では、身長の伸びをグラフに表
す活動で、紙テープを切り取って台
紙に貼る作業があり、上肢の操作
を伴うため、配慮が必要である。
（Ｐ22）

３・４年　15ポイント ３・４年　14ポイント ３・４年　13ポイント ３・４年　15ポイント ３・４年　16ポイント

５・６年　15ポイント ５・６年　14ポイント ５・６年　12ポイント ５・６年　13ポイント ５・６年　14ポイント

欄外の文字の大きさ 10ポイント ９ポイント ９ポイント ８ポイント 8.5ポイント

ふりがな 未習得及び難読漢字 未習得及び難読漢字 未習得及び難読漢字 未習得及び難読漢字 未習得及び難読漢字

障害の状態に応じた事項、その他
①まひによる注視の困難を補えるよ
うに、学習のポイント等が大きな文
字や枠囲み等で記されているもの。
②通院等による学習空白のため、学
習のポイント等が簡潔に記されて理
解しやすいもの。
③写真、図表等で視覚的に説明され
ているもの。
④ページをめくる等の動作が難しい
場合があるため、見開きページで学
べるようになっているもの。

①５・６年「心と体のつながり」で
は、活動する内容の見出しは赤に
白抜きで文字が書かれ、見るポイ
ントを薄いピンクの線で枠取りして
ある。（Ｐ９）
②３・４年「けんこうな生活」では、
単元ごとのまとめが記載してある。
（Ｐ23）
③５・６年「交通事故の防止」では、
大きな写真で視覚的に課題の提示
がされ、グラフで事故状況ごとの負
傷者数が示してある。（Ｐ29）
④なし

①３・４年「1日の生活のしかた」で
は、活動する内容の箇所が薄い黄
色で網掛けされ、緑の点線で枠取
りしてある。（Ｐ10）
②５・６年の巻末に６年生のまとめ
が示してある。（Ｐ56）
③５・６年「病原体と病気の予防」で
は、病原体の写真やイラストを使っ
て、視覚的に説明してある。（Ｐ38）
④３・４年「１日の生活のしかた」で
は、見開きで学習できるようにして
ある。（Ｐ10,11）

①３・４年　単元ごとに学習のポイ
ントを枠囲みで記し、キーワードは
字体を変え、太字で示してある。
（Ｐ15）
②３・４年　単元ごとに学習のポイ
ントを枠囲みで記してある。（Ｐ23）
③５・６年「不安やなやみへの対処
①」では、対処方法についてイラス
トで示してある。（Ｐ９）
④５・６年「けがの手当て」の発展で
は、見開きページ全面にイラストと
写真で、災害時に考えるポイントを
示してある。（Ｐ28、29）

①３・４年　キーワードを字体を変
えて太字で記している。（Ｐ19）
②５・６年　章末に学習のまとめが
示してある。（Ｐ38）
③３・４年「変化していく体」では、イ
ラストとグラフで個人差について示
してある。（Ｐ26、27）
④５・６年「心の発達」では、見開き
で全面にイラストと写真で、様々な
経験、人との関わり等の例が示し
てある。（Ｐ10、11）

①３・４年　重要な用語を太字で示
してある。（Ｐ24）
②５・６年　各単元の表題の横に
「ここで学ぶこと」として、学習ポイ
ントを枠囲みで示してある。（Ｐ30）
③５・６年「交通事故の防止」では、
交通事故を防ぐための工夫につい
て、写真で示してある。（Ｐ23）
④５・６年「病気の起こり方」では、
見開きページで学習の内容を示し
てある。（Ｐ34、35）

性差と家族についての扱い あり あり あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

肢体不自由・病弱の児童が興味・関
心をもって取り組むことができる単元
等について
①健康な生活や病気の予防、けが
の手当て等が取り上げられているも
の。

肢体不自由・病弱への配慮を要する
内容等について
①運動制限や上肢の操作を伴うた
め、学習活動に困難が想定されるも
の。

参
考

構
成
上
の
工
夫

本文の文字の大きさ



小学部　英語（聴覚障害特別支援学校）

東書 開隆堂 学図 三省堂 教出 光村 啓林館

☆☆☆☆　　　　33箇所 ☆☆☆☆　　　　35箇所 ☆☆☆　　　　22箇所 ☆☆☆　　　　25箇所 ☆☆☆☆　　　　30箇所 ☆☆☆☆　　　　34箇所 ☆☆　　　　13箇所

①６年「My best Memory」では、小
学校の思い出のアルバムを作る活
動があり、視覚を活用した作業的な
学習ができる。（Ｐ69）
②５年「What do you want to
study」では、ニュージーランドでは
手話が公用語に指定されているこ
とについての記述がある。（Ｐ33）

①６年「Watch the world」では、
様々な国の伝統衣装の写真と国旗
とを見て、線で結ぶ活動があり、視
覚を活用した学習ができる。（Ｐ43）
②５年「I love my town.」では、絵を
見て、ジェスチャーを考える活動が
あり、手話表現と関連付けて学習
できる。（Ｐ71）

①５年「What sＰort do you like?」で
は、Lessonの最後にある「AlＰhabet
Corner」で、絵の中に隠されたアル
ファベットを探す活動があり、視覚
を活用した学習ができる。（Ｐ32 )
②なし

①５年「I Ｐlay soccer on Mondays.」
では、スリーヒントクイズを作る活動
の中で、ヒントを絵に描いて提示す
る例が紹介されており、視覚を活用
した作業的な学習ができる。（Ｐ74 )
②なし

①５年「I can run fast.」では、友達と
ペアになって、動物になりきってクイ
ズを出し合う活動があり、動きを活
用した学習ができる。（Ｐ59）
②５年「Let's Look at the World」で
は、文字と絵でアメリカの手話に関
する記述があり、聴覚障害に関わ
る学習ができる。（Ｐ91）

①５年「What time do you get ｕｐ?」
では、様々な表情の動物や人の写
真等を見て、どんな気持ちか考える
活動があり、視覚を活用した学習
ができる。（Ｐ61）
②６年「My Best Memory」では、日
本の手話やアメリカの手話、国際
手話についての紹介があり、聴覚
障害に関わる学習ができる。（Ｐ89）

①５年「let's read and Write ６」で
は、写真の中にあるアルファベット
を見つけて書き写す活動があり、
視覚を活用した学習ができる。（Ｐ
71）
②なし

★★★　　　　93箇所 ★★★★　　　　137箇所 ★★★★　　　　164箇所 ★★★　　　　112箇所 ★★★　　　　109箇所 ★★★★　　　　135箇所 ★★★　　　　112箇所

①５年の巻末の資料において、音
声を聞いて、アクセントの位置を探
す活動があり、学習活動に困難が
ある。（Ｐ94）
②６年「My Future, My Dream」で
は、中学校で入りたい部活動や将
来なりたい職業について、友達にイ
ンタビューをする活動があり、学習
の際に配慮を要する。（Ｐ75）

①５年「パーティーを楽しもう。」で
は、スイカわりゲームにおいて目隠
しをして、音声の指示を聞いて動く
活動があり、学習活動に困難があ
る。（Ｐ35）
②６年「I have a dream.」では、将来
の夢をテーマにインタビュー・ビンゴ
をする活動があり、学習の際に配
慮を要する。（Ｐ62）

①６年「What festival do you want
to see?」では、遊園地で複数の人
の音声を聞き分けて答える活動が
あり、学習活動に困難がある。（Ｐ
44）
②５年「What would you like?」で
は、友達同士でレストランの店員と
客になって注文のやりとりをする活
動があり、学習の際に配慮を要す
る。（Ｐ112 )

①６年「I went to Hawaii.」では、１
枚の樹木の写真を見て、関連する
内容の音声を聞く活動があり、学習
活動に困難が想定される。（Ｐ59)
②５年「It is in the box.」では、友達
とペアになって、道案内をする活動
があり、学習の際に配慮を要する。
（Ｐ86、87）

①５年「I have Ｐ.E. on Monday.」で
は、英語とカタカナ語の違いに気を
付けて音声を聞いて答える活動が
あり、学習活動に困難がある。（Ｐ
42）
②６年「My town is beautiful.」で
は、友達同士で、自分の町にある
お薦めの場所について尋ね合う活
動があり、学習の際に配慮を要す
る。（Ｐ27）

①５年「What would you like?」で
は、レストランのメニューを読む音
声を聞きながら、文字を指で追う活
動があり、学習活動に困難がある。
（Ｐ88）
②６年「He is famous.She is great.」
では、友達同士で司会者とゲストを
演じ、トークショーをする活動があ
り、学習の際に配慮を要する。（Ｐ
67）

①６年「What did you do last
weekend?」では、日記を読んでいる
音声を聞いて、日付や内容を答え
る活動があり、学習活動に困難が
ある。（Ｐ58）
②５年「I study math on Monday.」
では、友達に好きな教科を聞いて、
ランキングの棒グラフを作る活動が
あり、学習の際に配慮を要する。
（Ｐ23）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、その
他
①聴覚の障害を補えるように、
写真、図表等で視覚的に説明し
ているもの。
②学習のポイント等が大きな文
字や枠囲み等で簡潔に記され
たもの。

①５年「Where is the Ｐost office?」
では、世界の標識の写真やピクト
グラムの例を、見開きで示してあ
る。（Ｐ52、53）
②各Unitの会話に関する内容の
ページには、ポイントとなる文章を
枠囲みで示してある。（５年Ｐ10な
ど）

①５年「My Hero」では、登場人物の
会話のやり取りが、漫画調で構成
されている。（Ｐ52、53）
②各Lessonの最後に、「ふりかえり
をしよう」として、目標項目ごとに達
成度を振り返る活動が示してある。
（６年Ｐ17など）

①各Lessonの扉のページに、学習
の進め方を、学習時間の目安とと
もに、図で示してある。（５年Ｐ69な
ど）
②５年「Can you walk on takeuma?」
では、Lessonの最後のページに「英
文の書き方」として、英文を書く時
の決まりが、太枠や文字で示して
ある。（Ｐ94 )

①６年「世界のまつり」では、各国
の祭りについて、写真と文章で説
明してある。（Ｐ36、37）
②巻末に「○年生で学習した主な
表現」として、各Lessonで取り扱っ
た表現を色付きの枠囲みで示して
ある。（５年Ｐ128など）

①６年「My Summer Vacation」で
は、日本語と英語の語順の違いを
図表で説明してある。（Ｐ51）
②各Lessonの最後に、学習の目標
に対して、振り返る活動がある。（６
年Ｐ21など）

①５年「Where is the gym?」では、
位置を示す前置詞の使い方につい
て、絵で示してある。（Ｐ99）
②各Unitの最初に学習の目標、最
後に振り返りができる記述がある。
（６年Ｐ19、25など）

①「Chant」のコーナーのリズムに合
わせて英文を言う活動では、リズム
を意識する単語の上に、赤い点が
打ってあり、リズムを視覚的に理解
しやすい。（６年Ｐ33など）
②各Unitの最後に、学習の目標に
応じて振り返りができる記述が枠囲
みで示してある。 （５年Ｐ18など）

北朝鮮による拉致問題の扱い なし なし なし なし なし なし なし

防災や自然災害の扱い あり なし あり なし あり あり なし

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり なし あり あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害のある児童が興味・関
心をもって取り組むことができる
単元等について
①視覚的な方法等を活用して、
作業や体験等の学習活動が工
夫できるもの。
②聴覚障害の理解にかかわる
記述があるもの。

聴覚障害への配慮を要する内
容等について
①音声を聞き分けて答える活動
があり、学習活動に困難が想定
されるもの。
②電話やインタビュー等、会話
が主体となる活動があり、学習
の際に配慮が必要であるもの。

参
考



小学部　英語（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 開隆堂 学図 三省堂 教出 光村 啓林館

☆☆☆　　　　27箇所 ☆☆☆　　　　35箇所 ☆☆☆　　　　36箇所 ☆☆　　　　25箇所 ☆☆　　　　23箇所 ☆☆☆☆　　　　52箇所 ☆☆☆☆　　　　46箇所

①６年「This is me!」では、自分の好
きな事や誕生日を発表する活動が
あり、生活に身近な内容である。
（P18 、19）
②５年「Where is the post office?」
では、世界の地図や標識の紹介の
中で、車椅子利用者を表すピクトグ
ラムがある。（P53）

①５年「What would you like?」で
は、ランチメニューを考える活動が
あり、生活に身近な内容である。
（P60）
②６年「世界一を目指すスポーツ選
手」では、ボッチャや車椅子バス
ケットボールの選手の写真がある。
（P39）

①５年「What time do you get up on
sunday?」では、休日の起床時間や
食事の時間を聞いたり答えたりす
る活動があり、生活に身近な内容
である。（P73）
②６年「What festival do you want
to see?」では、遊園地の様子を表し
ている絵の中に、車椅子を利用し
ている人の絵がある。（P44、45）

①６年「I went to Hawaii.」では、夏
休みに行った場所と、そこでしたこ
とについて伝える活動があり、生活
に身近な内容である。（P42、43）
②５年「She is a cook.」では、音声
を聞いて性別を答える活動の中
に、看護師がストレッチャーを押し
ている写真がある。（P48）

①５年「I have P.E. on Monday.」で
は、夢の時間割りについて考える
活動があり、学校生活に身近な内
容である。（P34、35）
②６年「Olympics and Paralympics」
では、車椅子バスケットボールや車
椅子テニスなど、パラリンピックス
ポーツの写真がある。（P64、65）

①５年「He can run fast. She can
do kendama.」では、自分や友達
が、できることやできないことにつ
いて、聞いたり紹介したりする活動
があり、学校生活に身近な内容で
ある。（P63）
②６年「What do you want to
watch?」では、様々なスポーツ競技
のテレビ中継の紹介の中に、車椅
子テニスやシッティングバレーボー
ルなど、複数のパラリンピック競技
の写真がある。（６年P38、39）

①６年「I enjoyed school.」では、小
学校の思い出について尋ねたり答
えたりする活動があり、学校生活に
身近な内容である。（P64、65）
②５年「She can sing well.」では、地
域の公園や体育館で様々な活動を
している絵の中に、車椅子に乗って
いる子供の絵がある。（P42）

★★　　　　29箇所 ★★★　　　　36箇所 ★★★　　　　36箇所 ★★★　　　　32箇所 ★★　　　　30箇所 ★★　　　　23箇所 ★★★★　　　　63箇所

①５年「Welcome to japan」では、音
声を聞いて、空欄に番号を書く活動
があり、学習の際に困難がある。
（P46、47）
②６年「学び方みいつけた１　会話
の場面」では、文末の読み方は上
がり調子か、下がり調子かを考える
活動があり、学習の際に配慮を要
する。（P４）

①６年「We are friends.」では、友達
と足し算じゃんけんをする活動があ
り、学習の際に困難がある。（P５）
②５年「発音クリニック」では、音声
を聞いて、文末の発音を上げたり
下げたりする活動があり、学習の
際に配慮を要する。（P107)

①５年「Where is the beach ball?」で
は、教科書の地図上で、指示され
たとおりに指を動かす活動があり、
学習の際に困難がある。（P62）
②なし

①６年「My best memory is…」で
は、紙を切ったり折ったりして、メモ
リーブックを作る活動があり、学習
の際に困難がある。（P74）
②なし

①６年「Let'ｓ be friends.」では、音
声で聞いたことを、教科書の絵を見
て線で結ぶ活動があり、学習の際
に困難がある。（P14）
②各Lessonの最後に、文の中で強
く読むところや文末の上がり下がり
について、気を付けて読む活動が
あり、学習の際に配慮を要する。
（５年P55など）

①６年「He is famous. She is
great.」では、有名人の似顔絵を描
いて人当てクイズをする活動があ
り、学習の際に困難が想定される。
（P65）
②なし

①６年「I want a big park in our
town.」では、自分の住む地域にあ
るものを一つ言い、教科書に書き
込む活動があり、学習の際に困難
がある。（P33）
②各Unitの中のPartごとに、リズム
に合わせて英語の文章を読む活動
があり、学習の際に配慮を要する。
（６年P12など）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、その
他
①まひによる注視等の困難を補
えるように、各単元の要点を大
きな文字や枠囲みで簡潔に示し
ているもの。
②通院等による学習期間の空
白を補えるように、学習のポイン
ト等が大きな文字や枠囲み等で
簡潔に記されているもの。
③外出等による社会的経験の
不足を補えるように、写真、図表
等で視覚的に説明されているも
の。
④ページをめくる等の動作が少
なく、見開きページで学べるよう
になっているもの。

①各Unitの始まりでは、英語と日本
語で単元のテーマを大きな文字で
簡潔に示してある。（５年P10など）
②各Unitの会話に関する内容の
ページには、ポイントとなる文章を
枠囲みで示してある。（５年P14な
ど）
③④各Unitの始まりでは、単元に
関連する写真や絵を見開きで示し
てある。（６年P34、35など）

①各Lessonの始まりに、英語と日
本語で単元のテーマを大きな文字
で簡潔に示してある。（６年P60な
ど）
②各Lessonの最後に、学習の目標
に応じて振り返りができる記述があ
る。（５年P17など）
③④各Lessonの始まりでは、単元
に関連する写真や絵を見開きで示
してある。（５年P18、19など）

①各Lessonの始まりでは、英語で
単元のテーマを示してある。（５年
P22など）
②各Lessonの最後に、学習の目標
に応じて振り返りができる記述があ
る。（６年P27など）
③④各Lessonの始まりでは、単元
に関連する絵を見開きページで視
覚的に示してある。（６年P68、69な
ど）

①各Lessonの始まりでは、英語と
日本語で単元のテーマを大きな文
字で示してある。（５年P16、17など）
②大きな単元「HOP」の始まりに
「Get Ready」として、単元での活動
内容や目標を示してある。（５年P15
など）
③④各Lessonの始まりでは、単元
に関連する絵を見開きで示してあ
る。（６年P16、17など）

①各Lessonの始まりでは、英語で
単元のテーマを大きな文字で示し
てある。（６年P12など）
②各Lessonの最後に、学習の目標
に応じて振り返りができる記述があ
る。（５年P23など）
③④各Lessonの始まりでは、単元
に関連する絵を見開きで示してあ
る。（５年P46、47など）

①各Unitの始まりでは、英語で単
元のテーマを、日本語で目標を示し
てある。（５年P20、21など）
②各Unitの最後に、学習の目標に
応じて振り返りができる記述があ
る。（５年P27など）
③④各Unitの始まりでは、単元に
関連する絵を見開きで示してある。
（５年P62、63など）

①各Unitの始まりでは、大きな英字
で単元のテーマが、日本語で学習
目標が、それぞれ示してある。（５
年P10、11など）
②各Unitの最後に、学習の振り返
りができる記述がある。（５年P18な
ど）
③④各Unitの始まりでは、単元に
関連する絵を見開きで示してある。
（６年P10、11など）

北朝鮮による拉致問題の扱い なし なし なし なし なし なし なし

防災や自然災害の扱い あり なし あり なし あり あり なし

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり なし あり あり あり

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

肢体不自由・病弱の児童が興
味・関心をもって取り組むことが
できる単元等について
①生活に結び付く身近な内容な
ど、児童がイメージしやすい題
材を取り上げているもの。
②肢体不自由や病弱の理解に
かかわる記述があるもの。

肢体不自由・病弱への配慮を要
する内容等について
①運動制限や上肢の操作を伴
うため、学習活動に困難が想定
されるもの。
②文の中で強く読む部分を意識
したり、文末の発音の上げ下げ
に気を付けて読んだりすること
を扱っており、学習の際に配慮
が必要であるもの。

参
考



小学部　道徳（聴覚障害特別支援学校）

東書 学図 教出 光村 日文 光文 学研 廣あかつき

☆☆☆　　　　33箇所 ☆☆☆☆　　　　38箇所 ☆☆☆☆　　　　40箇所 ☆☆☆☆　　　　43箇所 ☆☆　　　　22箇所 ☆☆☆☆　　　　38箇所 ☆☆☆☆　　　　50箇所 ☆☆☆　　　　36箇所

①１年「みんなのボール」では、
休み時間の後片付けの場面を
取り上げており、自分の日常体
験を基に学習することができ
る。（Ｐ78）
②３年「耳の聞こえないお母さ
んへ」では、聴覚障害者との意
思疎通に関する内容を取り上
げている。（Ｐ77）

①２年「ゲームをしていたつもり
なのに」では、日常生活に密接
なスマートフォンの、利用上の
問題を漫画形式で示してある。
（Ｐ72）
②なし

①１年「なんていったらよいのか
な」では、登下校や休み時間
等、学校生活に身近な場面を
取り上げ、場面に応じた言葉を
考えさせる工夫がされている。
（Ｐ64）
②なし

①３年「係の仕事に取り組むと
きに」では、学校生活で身近な
活動である係活動を取り上げて
いる。（Ｐ76）
②４年「見えないしょうがいに気
づくこと」では、見えない障害の
例として聴覚障害を取り上げ、
ヘルプマークが紹介されてい
る。（Ｐ118）

①１年「どんなあいさつをします
か」では、様々な場面でのあい
さつについて、役割を分担して
学習する活動を示してある。（Ｐ
72）
②５年「ヘレンと共に」では、指
話法や読唇術など、聴覚障害
の理解に関わる記述がある。
（Ｐ98）

①４年「自分たちにできるエコ活
動」では、日常生活に密接なご
み問題を、街で見る掲示を示し
ながら取り扱っている。（Ｐ48）
②なし

①１年「はりきりいちねんせい」
では、学校生活での正しい行動
や振る舞いを考える活動が取り
上げられている。（Ｐ14）
②６年「温かい行為が生まれる
とき」では、聴覚障害者や視覚
障害者の事例が取り上げられ
ている。（Ｐ38、39）

①４年「一まいの写真から」で
は、日常生活に身近な電車の
駅の写真が示してあり、何をし
ている場面か考えさせる活動
が取り上げられている。（Ｐ65）
②５年「ぼくの名前よんで」で
は、主人公の両親が聴覚及び
言語障害者である題材が取り
上げられている。（Ｐ71）

★★　　　　11箇所 ★★　　　　13箇所 ★★　　　　13箇所 ★★★　　　　19箇所 ★★★★　　　　28箇所 ★★★　　　　17箇所 ★★★★　　　　29箇所 ★★　　　　11箇所

①４年「ぼくらだってオーケスト
ラ」では、楽器（リコーダー）の
奏法や音階に関する記述があ
るため、取り扱う際に配慮を要
する。（Ｐ83）
②３年「なかよしだから」では、
会話文で物語が進行する箇所
があり、支援が必要である。（Ｐ
71）
③５年「ひさの星」では、方言で
表現されている箇所があるた
め、読解の際に説明が必要で
ある。（Ｐ34）

①３年「めざまし時計」では、時
計の音や母親の声で起床する
という内容があり、取り扱う際に
配慮を要する。（Ｐ６）
②５年「ゴールデンルール」で
は、会話形式で展開するため、
発言者が誰であるかを示すな
どの支援が必要である。（Ｐ17）
③４年「泣いた赤おに」では、青
おにの手紙が片仮名で書かれ
ているため、読解の際に説明が
必要である。（Ｐ35）

①２年「教えていいのかな」で
は、電話の受け答えを考えさせ
るロールプレイが取り上げられ
ており、取り扱う際に配慮を要
する。（Ｐ37）
②なし
③３年「花さき山」では、本文が
主人公の独特の表現の語りで
進められ、また方言も用いられ
ているため、読解の際に説明が
必要である。（Ｐ92）

①２年「お月さまとコロ」では、
主人公の昆虫の気持ちを鳴き
声で表現している場面があり、
取り扱う際に配慮を要する。（Ｐ
84）
②３年「学校のぶどう」では、会
話形式で展開する場面があり、
発言者が誰であるかを示すな
どの支援が必要である。（Ｐ
151）
③４年「『正直』五十円分」で
は、会話の表現に方言が用い
られており、読解の際に説明が
必要である。（Ｐ76）

①２年「れいぎについて考えて
みよう。」では、電話をかける活
動が取り上げられており、取り
扱う際に配慮を要する。（Ｐ30）
②４年「ええことするのは、ええ
もんや！」では、会話形式で展
開する場面があり、発言者が誰
であるかを示すなどの支援が
必要である。（Ｐ57）
③３年「助かった命」では、擬音
語や声の描写について、説明
が必要である。（Ｐ128）

①なし
②なし
③６年「広村堤防の清掃ボラン
ティア」では、方言が多用されて
おり、読解の際に説明が必要で
ある。（Ｐ66）

①６年「古きよき心」では、本文
に引用されている随筆に、聴覚
障害により理解が難しい表現
があり、取り扱う際に配慮を要
する。（Ｐ41）
②２年「青いアルバム」では、会
話形式で展開する場面があり、
発言者が誰であるかを示すな
どの支援が必要である。（Ｐ94）
③２年「おらもいしゃになる」で
は、会話の表現に方言が用い
られており、読解の際に説明が
必要である。（Ｐ80）

①１年「とくとくとく」では、胸に耳
を当てて心臓の音を聞く場面が
あり、取り扱う際に配慮を要す
る。（Ｐ86）
②５年「妹のカード」では、会話
形式で展開する場面があり、発
言者が誰であるかを示すなど
の支援が必要である。（Ｐ81）
③１年「あぶら山」では、文末に
独特な表現が用いられている
ため、説明が必要である。（Ｐ
94）

本文の文字の大きさ
１年最初　20ポイント
６年最後　13ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　15ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　17ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　22ポイント
６年最後　15ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　14ポイント

１ページの基本的な文字
数

１年最初　20文字×11行
６年最後　41文字×19行

１年最初　32文字×15行
６年最後　42文字×20行

１年最初　29文字×13行
６年最後　40文字×20行

１年最初　30文字×13行
６年最後　44文字×16行

１年最初　30文字×14行
６年最後　42文字×19行

１年最初　33文字×17行
６年最後　41文字×17行

１年最初　34文字×14行
６年最後　40文字×19行

１年最初　29文字×14行
６年最後　36文字×20行

欄外の文字の大きさ
１年　10ポイント
６年　9.5ポイント

１年　なし
６年　９ポイント

１年　13ポイント
６年　8.5ポイント

１年　9.5ポイント
６年　8.5ポイント

１年　10.5ポイント
６年　10.5ポイント

１年　13ポイント
６年　10ポイント

１年　なし
６年　7.5ポイント

１年　なし
６年　８ポイント

ふりがな 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有
１年は漢字・カタカナ全て、２年以上は
未習得及び難読漢字有

１年は漢字・カタカナ全て、２・３年は漢
字全て、４年以上は未習得及び難解漢
字有

未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有

障害の状態に応じた事
項、その他
①聴覚の障害を補えるよ
うに、写真、図絵等で視覚
的に説明しているもの。

①４年「雨のバスていりゅう所
で」では、本文に記述している
登場人物の表情などをイラスト
で表現している。（Ｐ150）
・６年「世界のために働く人た
ち」では、国境なき医師団の救
援活動の様子を写真で示して
ある。（Ｐ121）

①５年「ごちそうの向こうに」で
は、バイキングでのマナーが漫
画形式で示してある。（Ｐ10）
・１年「『ありがとう』を見つけよ
う」では、学校や町中の様子
を、イラストを用いて見開きで示
してある。（Ｐ54、55）

①４年「十才のプレゼント」で
は、本文に記述している夜明け
の山や空の情景を、写真で示し
てある。（Ｐ26）
・５年「よさこいソーラン祭り」で
は、本文に出てくる場所や物事
を写真で示してある。（Ｐ26）

①３年「友だちとのかかわりに
ついて考えよう」では、学校生
活での、友達との関わりがイラ
ストで表現してある。（Ｐ33）
・２年「ぶらんこ」では、本文と対
応する挿し絵がページの上下
に示してある。（Ｐ28）

①３年「ダブルブッキング」で
は、話の内容が漫画形式で示
してある。（Ｐ144）
・６年「自分を守る力って？」で
は、説明文の内容をイラストで
示してある。（Ｐ132）

①３年「心の優先席」では、意
見を述べている人物のイラス
ト、意見の内容とそれを表すイ
ラストが一つの枠で囲んで示し
てある。（Ｐ34）
・２年「オリンピックとパラリン
ピックのはた」では、会話文の
登場人物ごとの台詞の前に、
発言者の顔がイラストで示して
ある。（Ｐ52）

①３年「みんなの学級会」では、
話合いの場面が漫画形式で示
してある。（Ｐ86）
・４年「友だちが泣いている」で
は、登場人物の顔と表情がイラ
ストで示してある。（Ｐ60）

①２年「こんなときどうするの」
では、説明文とイラストを並べ
て示してある。（Ｐ96）
・３年「夜ふかししたら」では、時
間の経過がイラストと矢印で示
してある。（Ｐ16）

国旗・国歌の扱い なし あり あり なし あり なし なし なし

防災や自然災害の扱い なし あり あり あり あり あり あり あり

性差と家族についての扱い あり あり あり あり あり あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり あり あり あり あり あり

北朝鮮による拉致問題の扱い なし なし なし なし なし なし なし なし

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

聴覚障害の児童が興味・
関心をもって取り組むこと
ができる教材等について
①身近な題材について、
体験を通して考えるなど、
学習活動が工夫できるも
の。
②聴覚障害の理解に関わ
る記述があるもの。

聴覚障害への配慮を要す
る内容等について
①言葉や音を聞き取る活
動が含まれ、学習活動に
困難が想定されるもの。
②インタビュー等、会話が
主体となる活動があり、学
習の際に特別な支援が必
要であるもの。
③方言や特徴的な言い回
し等を多用し、読解の際に
説明が必要であるもの。

参
考

構
成
上
の
工
夫



小学部　道徳（肢体・病弱障害特別支援学校）

東書 学図 教出 光村 日文 光文 学研 廣あかつき

☆☆　　　　30箇所 ☆☆☆☆　　　　54箇所 ☆☆☆☆　　　　50箇所 ☆☆　　　　23箇所 ☆☆　　　　22箇所 ☆☆☆☆　　　　64箇所 ☆☆☆　　　　38箇所 ☆☆☆　　　　47箇所

①２年「ぼく」では、自分の好きなも
の等、自分に関することを取り上げ
ている。（Ｐ77）
②５年「ノンステップバスでのでき
ごと」では、車いすでのバス乗車に
ついて取り扱っている。（Ｐ41）

①２年「いただきます」では、給食
の調理工程や献立を取り上げてい
る。（Ｐ84）
②３年「パラリンピックを知ろう」で
は、障害者スポーツの歴史や競技
についての記述がある。（Ｐ117）

①４年「世界の子どもたちのため
に」では、給食や朝ご飯、夕ご飯の
ことを取り上げている。（Ｐ114）
②６年「人生を変えるのは自分」で
は、骨肉腫により義足を使ってパ
ラリンピックを目指す選手について
取り扱っている。（Ｐ６）

①２年「どうしてうまくいかないのか
な」では、学校の授業での悩みを
取り上げている。（Ｐ94）
②４年「みんな、待っているよ」で
は、題材に院内学級を取り扱って
いる。（Ｐ50）

①２年「どうしてないてるの」では、
授業で使用する教科書や鉛筆、消
しゴムを題材に取り扱っている。（Ｐ
118）
②１年「オリンピック・パラリンピッ
ク」では、車いす陸上競技を取り
扱っている。（Ｐ44）

①１年「あいさつでげんきに」では、
一日に使う様々な挨拶について取
り扱っている。（Ｐ12、13）
②５年「変えたもの・変えなかった
もの」では、入院生活やけがを克
服しながら、自分を伸ばすプロ野
球選手についての内容を取り扱っ
ている。（Ｐ92）

①６年「会話のゆくえ」では、スマー
トフォンでの会話のやり取りを取り
扱っている。（Ｐ110）
②５年「ＵＤって何だろう」では、ユ
ニバーサルデザインやバリアフ
リー等のピクトグラムに関する記述
がある。（Ｐ103）

①１年「大すきなかぞく」では、家族
のことや家庭での役割について取
り扱っている。（Ｐ48）
②４年「だれもが住みよい社会に」
では、バリアフリーについて取り上
げている。（Ｐ129）

★★★　　　　77箇所 ★★★★　　　　128箇所 ★★★★　　　　113箇所 ★★★★　　　　100箇所 ★★★　　　　94箇所 ★★★★　　　　106箇所 ★★★　　　　83箇所 ★★　　　　50箇所

①４年「紙しばいをつくって発表し
よう」では、ページをめくり返して作
業する活動があり、困難が想定さ
れる。（Ｐ96）
②３年「いいち、にいっ、いいち、に
いっ」では、運動会の種目で二人
三脚を題材として取り上げている。
（Ｐ33）
③６年「修学旅行の夜」では、修学
旅行の部屋で集団でおしゃべりを
する場面が取り上げられている。
(Ｐ76)

①１年「十四ひきのお月見」では、
挿絵全体の色調が単色で示してあ
り、困難が想定される。（Ｐ36）
②６年「思いやりのかたち」では、
電車の座席を譲る体験を取り扱っ
ている。（Ｐ32）
③５年「みんなで『ありがとう六年
生！』」では、グループになって活
動する場面を取り上げている。（Ｐ
133）

①１年「生きているじぶん」では、体
の部位に触れる活動を取り扱って
おり、学習に困難が想定される。
（Ｐ46）
②３年「ドッジボール大会」では、
ドッジボールを題材として取り上げ
ている。（Ｐ79）
③５年「森の絵」では、クラスでの
劇の役割分担や劇発表の場面を
取り上げている。（Ｐ70）

①６年「まどさんからの手紙」で
は、背景のイラストに文字を重ねて
示してあり、配慮を要する。（Ｐ12）
②２年「ぼくのサッカーシューズ」で
は、サッカーが題材として取り上げ
られている。（Ｐ44）
③５年「クール・ボランティア」で
は、グループで話し合う場面を取り
上げている。（Ｐ120）

①６年「ぼくのお茶体験」では、茶
道について取り上げられており、正
座等の作法について、取扱いに配
慮を要する。（Ｐ36）
②４年「ほんとうに上手な乗り方と
は」では、自転車の運転を題材とし
て取り上げており、配慮を要する。
（Ｐ71）
③３年「学級しょうかい」では、長縄
跳びに取り組む学級を題材に取り
上げている。（Ｐ60）

①１年「まなびのあしあと」では、１
ページに12回分の授業記録を記
入する活動が取り上げられてお
り、配慮を要する。（Ｐ153）
②４年「さか上がり」では、鉄棒を
使った運動の逆上がりが題材とし
て取り上げられている。（Ｐ28）
③３年「きょうりょくクラス」では、話
し合いながら皆で協力して一つの
絵を描く場面を取り上げている。
（Ｐ132）

①１年「はりきりいちねんせい」で
は、イラストに文字が重ねて表示し
てあるため、取扱いに配慮を要す
る。（Ｐ15）
②４年「クラスたいこう全員リレー」
では、全員リレーを取り上げてお
り、取扱いに配慮を要する。（Ｐ94）
③３年「みんなの学級会」では、学
級会で多くの意見をまとめる活動
を題材としている。（Ｐ86）

①３年「ふろしき」では、風呂敷を
使った包み方について、取扱いに
配慮を要する。（Ｐ38）
②２年「黄色いベンチ」では、ベン
チに乗ったり、紙飛行機を飛ばした
りする題材を取り扱っている。（Ｐ
24）
③４年「時計係」では、学級対抗の
バスケットボール大会を取り上げ
ている。（Ｐ85）

本文の文字の大きさ
１年最初　20ポイント
６年最後　13ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　15ポイント

１年最初　19ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　17ポイント
６年最後　14ポイント

１年最初　22ポイント
６年最後　15ポイント

１年最初　20ポイント
６年最後　14ポイント

１ページの基本的な文字
数

１年最初　20文字×11行
６年最後　41文字×19行

１年最初　32文字×15行
６年最後　42文字×20行

１年最初　29文字×13行
６年最後　40文字×20行

１年最初　30文字×13行
６年最後　44文字×16行

１年最初　30文字×14行
６年最後　42文字×19行

１年最初　33文字×17行
６年最後　41文字×17行

１年最初　34文字×14行
６年最後　40文字×19行

１年最初　29文字×14行
６年最後　36文字×20行

欄外の文字の大きさ
１年　10ポイント
６年　9.5ポイント

１年　なし
６年　９ポイント

１年　13ポイント
６年　8.5ポイント

１年　9.5ポイント
６年　8.5ポイント

１年　10.5ポイント
６年　10.5ポイント

１年　13ポイント
６年　10ポイント

１年　なし
６年　7.5ポイント

１年　なし
６年　８ポイント

ふりがな 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有
１年は漢字・カタカナ全て、２年以
上は未習得及び難読漢字有

１年は漢字・カタカナ全て、２・３年
は漢字全て、４年以上は未習得及
び難解漢字有

未習得及び難読漢字有 未習得及び難読漢字有

障害の状態に応じた事
項、その他
①通院等による学習期間
の空白を補えるように、学
習のポイント等が大きな
文字や枠囲み等で簡潔に
記されているもの。
②外出等の社会的経験
の不足を補えるように、写
真、図絵等で視覚的に説
明されているもの。
③ページをめくる等の動
作が難しい場合があるた
め、見開きページで学べ
るようになっているもの。

①６年「タマゾン川」では、単元の
最後に枠囲みで「考えるステップ」
として、学習をまとめる活動が示し
てある。（Ｐ141）
②５年「ペンギンは水の中を飛ぶ
鳥だ」では、ペンギンの様々な生態
を写真で説明してある。（Ｐ60）
③４年「ぼくらだってオーケストラ」
では、単元のまとめとして、見開き
で、友達に「ありがとう」の気持ちを
伝える活動が示してある。（Ｐ87）

①全ての単元において別冊「まな
び」で学習をまとめられるように
なっている。（１年別冊Ｐ７など）
②４年「人とシカとのきょうぞんをめ
ざして」では、写真やグラフ、新聞
記事を用いて、説明されている。
（Ｐ86）
③２年「ありときりぎりす」では、題
材の文章が見開きで構成されてい
る。（Ｐ78、79）

①２年「あいさつ」では、枠囲みで
「やってみよう」のページがあり、学
習をまとめられるようになってい
る。（Ｐ15）
②５年「横浜港のガンマンの思い」
では、クレーンやそれを操作する
人の様子を写真を用いて説明して
いる。（Ｐ64）
③２年「気もちのよいあいさつ」で
は、起床から就寝までの生活の流
れを、イラストを用いて見開きで示
してある。（Ｐ10、11）

①４年「弟のふろ入れ」では、枠囲
みで「考えよう・話し合おう」のペー
ジがあり、学習をまとめられるよう
になっている。（Ｐ110）
②２年「おせちのひみつ」では、
様々なおせち料理が写真で説明さ
れている。（Ｐ139）
③１年「みんなじょうず」では、見開
きで題材の文とイラストや、考えた
り話し合ったりするポイントを枠囲
みで示してある。（Ｐ14）

①全ての単元のまとめとして、枠
囲みで学習のポイントが記されて
いる。（４年Ｐ11など）
②５年「ひとふみ十年」では、高山
植物や地名について写真や地図
で説明されている。（Ｐ48）
③３年「おしゃべりすごろく」では、
話し合うテーマをすごろく形式で取
り上げ、見開きで示してある。（Ｐ
10、11）

①全ての単元で、欄外に枠囲みで
考えるポイントやまとめが示してあ
る。（１年Ｐ10など）
②５年「世界文化遺産」では、日本
各地の世界文化遺産が写真を用
いて説明されている。（Ｐ84）
③１年「あいさつでげんきに」では、
時間帯別の挨拶をイラストを用い
て、見開きで示してある。（Ｐ12、
13）

①２年「おらもいしゃになる」の「広
げよう」のページでは、登場人物の
生い立ちについてまとめている記
述がある。（Ｐ84）
②３年「まっかな夕日」では、いろ
いろな雲の様子が写真で説明され
ている。（Ｐ58）
③１年「お正月」では、「ひろげよ
う」として、日本各地のお雑煮を、
写真を使い、見開きで説明してい
る。（Ｐ102、103）

①各単元の最後に学習のポイント
やまとめが枠囲みで記されてい
る。（５年Ｐ９など）
②３年「やくそくやきまりを守って」
では、町中のきまり等について写
真で説明されている。（Ｐ15）
③１年「みんなでつかうばしょなの
に」では、公園での決まりやマナー
について、イラストを用いて見開き
で示してある。（Ｐ34、35）

国旗・国歌の扱い なし あり あり なし あり なし なし なし

防災や自然災害の扱い なし あり あり あり あり あり あり あり

性差と家族についての扱い あり あり あり あり あり あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり あり あり あり あり あり

北朝鮮による拉致問題の扱い なし なし なし なし なし なし なし なし

略　　　　　　称

内
　
　
　
　
容

肢体不自由・病弱の生徒
が興味・関心をもって取り
組むことができる教材等
について
①学校生活などでイメー
ジしやすい身近な教材を
取り上げているもの。
②肢体不自由や病弱の
理解に関わる記述がある
もの。

肢体不自由・病弱への配
慮を要する内容等につい
て
①視機能の障害や上肢
の操作性等から学習活動
に困難が想定されるも
の。
②病気の治療などによる
運動制限から、経験しにく
い体験的活動を扱った教
材が取り上げられている
もの。
③各学年の生徒数が少な
いため、集団活動が含ま
れるなど取扱いが困難と
思われる内容が取り上げ
られているもの。
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